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は
じ
め
に

一　

近
時
、
行
政
機
関
に
よ
る
公
的
任
務
の
遂
行
に
お
い
て
、
警
察
と
の
連
携
な
い
し
協
力
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え

ば
、
産
業
廃
棄
物
処
理
行
政
に
お
け
る
環
境
官
庁
と
警
察
の
連
携
・
協（

１
）力

、
消
費
者
保
護
行
政
に
お
け
る
消
費
者
庁
と
警
察
の
連
携
・

協（
２
）力

、
要
保
護
児
童
の
発
見
・
保
護
に
お
け
る
児
童
相
談
所
と
警
察
の
連
携
・
協（

３
）力

、
い
じ
め
・
少
年
非
行
へ
の
対
応
に
お
け
る
学
校
教
育



脱警察化と行政機関に対する警察の役割（１）

北法65（5・183）1309

機
関
と
警
察
の
連
携
・
協（

４
）力

、
大
規
模
災
害
に
お
け
る
自
治
体
と
警
察
の
連
携
・
協（

５
）力

等
々
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
連
携
・
協
力
が
必
要
と

さ
れ
る
理
由
は
個
々
の
問
題
領
域
毎
に
様
々
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
も
一
様
で
は
な
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
行

政
機
関
に
よ
る
公
的
任
務
遂
行
に
お
い
て
警
察
に
何
か
し
ら
の
関
与
が
期
待
さ
れ
て
い
る
状
況
が
存
在
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
言
っ
て

よ
い
。
も
っ
と
も
警
察
法
（
昭
和
二
九
年
六
月
八
日
法
律
第
一
六
二
号
）
二
条
に
よ
り
警
察
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
〝
責
務
〟
と
課
せ
ら
れ
て

い
る
〝
限
界
〟
と
の
関
係
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
連
携
・
協
力
が
果
た
し
て
ま
た
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
は
、
個
々
の
問
題
領
域

に
立
ち
入
る
前
に
、
一
度
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
警
察
が
担
い
得
る
任
務
の
範
囲

（
管
轄
の
範
囲
）
は
ど
こ
ま
で
か
と
い
う
問
い
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。

二　

一
九
九
四
年
に
行
わ
れ
た
警
察
法
改
正（
平
成
六
年
法
律
第
三
九
号
）は
、こ
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
一
つ
の
素
材
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

同
改
正
は
、
警
察
庁
内
部
部
局
の
編
成
の
新
設
な
い
し
変
更
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
中
で
も
「
市
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
」
を
所
掌
事
務
と

明
記
す
る
生
活
安
全
局
の
設
置
を
重
要
な
柱
と
位
置
付
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
形
式
的
に
は
、
従
来
か
ら
あ
っ
た
刑
事
局
保
安
部
を

生
活
安
全
局
に
格
上
げ
す
る
組
織
改
編
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
警
察
庁
の
各
局
は
、
警
察
庁
独
自
の
権
限
事
項
を
除
き
、
都
道
府
県
警
察
が

行
う
事
務
を
前
提
と
し
て
こ
れ
に
関
与
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
各
局
の
所
掌
事
務
の
総
体
は
警
察
法
二
条
一
項
が
規
定
す
る
警
察

の
責
務
の
範
囲
を
実
質
上
具
体
化
す
る
機
能
を
果
た（

６
）す

。
ゆ
え
に
、
内
部
部
局
が
新
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
警
察
庁
の
事
務
に
関
し
、

次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
」（
同
法
二
二
条
）
と
い
う
規
定
を
通
じ
て
、
警
察
責
務
の
中
に
新
た
に
当
該
部
局
の
所
掌
事
務
が
取
り
入

れ
ら
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
わ
け
で
あ（

７
）る

。
こ
の
こ
と
か
ら
一
部
の
学
説
で
は
、
警
察
法
二
条
一
項
の
責
務
内
容
が
、
今
後
内
部
部
局
の

所
掌
事
務
規
定
を
通
じ
て
、
裏
か
ら
堀
崩
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
た
の
で
あ
っ（

８
）た

。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
異
色
な
行
政
組
織（

９
）法

」
と
称
さ
れ
る
警
察
法
の
規
範
構
造
を
、
そ
の
改
正
プ
ロ
セ
ス
と
と
も
に
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
稿
の
対
象
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
こ
で
の
関
心
は
、（
組
織
法
で
あ
れ
作
用
法
で
あ
れ
）
個
別
の
法
規
定
を
通
じ
た
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警
察
活
動
の
範
囲
拡
大
が
、
警
察
の
責
務
を
「
厳
格
に
」
限
定
し
た
警
察
法
二
条
二
項
と
の
関
連
に
お
い
て
果
た
し
て
、
ま
た
ど
の
程
度
認

め
ら
れ
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
警
察
実
務
家
の
中
に
は
、
警
察
に
権
限
を
付
与
す
る
個
別
法
の
規
定
さ
え
あ
れ
ば
警
察
法
二
条
一
項
の

責
務
範
囲
と
は
無
関
係
に
警
察
の
責
務
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
の
見
解
（
行
政
解
釈
）
が
あ
る

（
（1
（

が
、
他
方
で
戦
後
警
察
法
の
姿
を
刻
印
す
る

警
察
法
二
条
二
項
（
濫
用
防
止
）
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
警
察
の
活
動
は
あ
く
ま
で
限
定
的
な
も
の
に
留
ま
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
市
民
生
活

へ
の
安
易
な
介
入
は
慎
む
べ
き
と
い
う
見
解
も
根
強
く
存
在
す
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
見
解
の
対
立
は
、
我
が
国
の
警
察
が
負
う
負
の
遺

産
に
対
す
る
印
象
的
考
察
に
由
来
す
る
と
こ
ろ
も
多
く
、
警
察
が
担
い
得
る
任
務
の
範
囲
に
つ
い
て
法
解
釈
上
の
議
論
は
十
分
に
深
ま
っ
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
か
ら
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
な
お
火
種
が
燻
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
、
警
察
法
学

上
の
古
典
的
論
点
と
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
警
察
権
の
限
界
論
の
一
つ
を
構
成
す
る
警
察
消
極
目
的
の
原
則
の
妥
当

性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
問
題
か
ら
検
討
を
始
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

（
１
）
北
村
喜
宣「
行
政
的
対
応
の
限
界
と
司
法
的
執
行
─
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
め
ぐ
る
環
境
行
政
と
環
境
警
察
の
活
動（
一
）～（
四
・
完
）」

自
治
研
究
六
九
巻
七
号
（
一
九
九
三
）
五
三
頁
、六
九
巻
八
号
（
同
）
六
七
頁
、六
九
巻
九
号
（
同
）
四
四
頁
、六
九
巻
一
〇
号
（
同
）
六
九
頁
、

同
『
行
政
法
の
実
効
性
確
保
』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
八
）
二
〇
五
頁
以
下
、
坂
井
孝
行
「
産
業
廃
棄
物
事
犯
の
現
状
と
警
察
の
対
応
」
法
律
の
ひ

ろ
ば
五
二
巻
七
号
（
一
九
九
九
）
三
五
頁
以
下
。

（
２
）「
特
集　

生
活
経
済
事
犯
対
策
と
消
費
者
保
護
（
上
）
生
活
経
済
事
犯
全
般
・
関
係
機
関
と
の
連
携
関
係
」
警
察
学
論
集
六
一
巻
一
一
号
（
二

〇
〇
八
）
一
頁
以
下
の
各
論
文
。

（
３
）
望
月
彰
「
児
童
虐
待
ケ
ー
ス
に
お
け
る
警
察
と
児
童
相
談
所
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
」
司
法
福
祉
学
研
究
三
号
（
二
〇
〇
三
）
五
一
頁
以
下
、

山
田
不
二
子
「
子
ど
も
虐
待
対
応
に
お
け
る
警
察
の
役
割
」
警
察
政
策
一
三
号
（
二
〇
一
一
）
二
五
頁
以
下
等
。

（
４
）「
国
際
犯
罪
学
会
第
一
六
回
世
界
大
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
警
察
政
策
一
四
号
（
二
〇
一
二
）
一
九
八
頁
以
下
の
各
論
文
。



脱警察化と行政機関に対する警察の役割（１）

北法65（5・185）1311

（
５
）
山
口
敏
「
犯
罪
被
害
か
ら
子
ど
も
を
守
り
、
非
行
を
防
止
す
る
た
め
の
関
係
機
関
と
の
連
携
に
つ
い
て
─
学
校
と
警
察
の
連
携
を
中
心
に
」

警
察
政
策
研
究
一
二
号
（
二
〇
〇
八
）
七
一
頁
以
下
。

（
６
）
田
村
正
博
『
全
訂
警
察
行
政
法
解
説
』（
東
京
法
令
出
版
・
二
〇
一
一
）
二
二
頁
。

（
７
）
参
照
、
坂
元
洋
太
郎
「
警
察
組
織
の
分
析
」
菊
田
幸
一
ほ
か
編
『
社
会
の
な
か
の
刑
事
司
法
と
犯
罪
者
』（
日
本
評
論
社
・
二
〇
〇
七
）
一
九

一
頁
。
も
っ
と
も
注
意
を
要
す
る
の
は
、
警
察
法
二
条
一
項
が
規
定
す
る
責
務
が
課
せ
ら
れ
る
の
は
〝
執
行
機
関
と
し
て
の
（
都
道
府
県
）
警

察
〟
で
あ
る
（
警
察
法
三
六
条
二
項
。
参
照
、
警
察
制
度
研
究
会
編
『
全
訂
版
警
察
法
解
説
』（
東
京
法
令
出
版
・
二
〇
〇
四
）
五
六
頁
）。
し

か
し
な
が
ら
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
家
公
安
委
員
会
が
管
理
す
る
警
察
庁
の
各
局
は
、
都
道
府
県
警
察
が
行
う
事
務
を
前
提
と
し
て
こ
れ

に
関
与
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
国
家
公
安
委
員
会
の
所
掌
事
務
が
警
察
法
二
条
一
項
と
全
く
無
関
係
に
存
在
す
る
と
い

う
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
九
年
法
律
第
二
二
号
）
は
、
疑
わ
し
い
取
引
と

し
て
届
出
の
あ
っ
た
情
報
の
集
約
、
分
析
及
び
提
供
を
金
融
庁
か
ら
国
家
公
安
委
員
会
・
警
察
庁
に
移
管
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
警
察
法

施
行
令
（
昭
和
二
九
年
政
令
第
一
五
一
号
）
別
表
第
一
に
規
定
さ
れ
る
警
視
庁
及
び
都
道
府
県
警
察
本
部
の
刑
事
部
の
所
掌
事
務
と
し
て
「
犯

罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
こ
と
」
が
追
加
さ
れ
、都
道
府
県
警
察
も
ま
た
そ
の
権
限
行
使
の
一
端
を
担
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
犯

罪
収
益
移
転
防
止
法
一
八
条
三
項
）。

（
８
）
参
照
、
白
藤
博
行
「
警
察
法
『
改
正
』
の
行
政
法
学
的
検
討
」
吉
川
経
夫
編
『
各
国
警
察
制
度
の
再
編
』（
法
政
大
学
出
版
局
・
一
九
九
五
）

二
一
六
頁
、
二
二
一
頁
以
下
。
ま
た
、
同
「『
安
全
の
中
の
自
由
』
論
と
警
察
行
政
法
」
公
法
研
究
六
九
号
（
二
〇
〇
七
）
五
六
頁
以
下
。
さ
ら

に
、
中
央
省
庁
等
改
革
の
た
め
の
国
の
行
政
組
織
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
一
年
法
律
第
一
〇
二
号
）
に
伴
う
警
察
法
改

正
に
関
し
て
、
同
「
リ
ス
ク
社
会
下
の
警
察
行
政
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
五
六
号
（
二
〇
〇
八
）
八
八
頁
以
下
も
参
照
。

（
９
）
稲
葉
馨
「
行
政
組
織
法
と
し
て
の
警
察
法
の
特
色
」
警
察
政
策
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
二
）
一
四
頁
。

（
10
）
田
村
正
博
「
警
察
の
活
動
上
の
『
限
界
』（
中
）」
警
察
学
論
集
四
一
巻
七
号
（
一
九
八
八
）
六
八
頁
、
警
察
制
度
研
究
会
編
・
前
掲
五
七
頁
。
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第
一
節　

問
題
設
定

第
一
項　

立
法
原
則
と
し
て
の
警
察
消
極
目
的
の
原
則
？

一　

周
知
の
通
り
警
察
消
極
目
的
の
原
則
と
は
、〝
警
察
権
の
発
動
は
、公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
と
い
う
消
極
的
な
目
的
に
限
定
さ
れ
る
〟

と
い
う
考
え
を
示
す
も
の
と
さ
れ
、
伝
統
的
に
警
察
活
動
を
統
制
す
る
法
理
の
一
つ
と
し
て
警
察
法
学
上
位
置
づ
け
ら
れ
て
き

（
（1
（

た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
こ
の
原
則
の
出
自
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
美
濃
部
達

（
（1
（

吉
の
論
稿
「
警
察
ノ
観
念
ヲ
論
シ
テ
憲
法
第

九
条
ニ
依
ル
独
立
命
令
権
ノ
範
囲
ニ
及
フ
」（
法
学
志
林
一
二
巻
三
号
＝
四
号
＝
六
号
（
一
九
一
〇
））
で
あ
る
が
、
既
に
関
根
謙
一
の
研
究
に
あ

る
よ
う
に
、
同
論
文
は
福
利
目
的
も
含
ん
だ
、
帝
国
憲
法
九
条
が
定
め
る
独
立
命
令
（
こ
れ
は
〝
警
察
〟
命
令
と
称
さ
れ
た
。）
の
範
囲
を
保
安

目
的
に
限
定
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ

（
（1
（

る
。
同
論
文
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
（A

LR

）
に
規
定
さ
れ
た
〝
警
察
〟
の
任
務

を
危
険
の
防
御
に
限
定
し
た
ク
ロ
イ
ツ
ベ
ル
ク
判
決
並
び
に
そ
の
精
神
を
共
有
し
た
同
時
代
の
学
説
と
共
通
の
思
想
的
基
盤
に
た
つ
も
の
で

あ
り
、
警
察
法
領
域
に
お
い
て
自
由
主
義
的
思
想
を
体
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
ド
イ
ツ
と
共
通
の
思
想
的
基
盤
に
立
つ
と
い
う

こ
と
は
、
同
原
則
が
我
が
国
に
お
い
て
も
同
じ
適
用
形
態
を
と
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
ク
ロ
イ
ツ
ベ
ル
ク
判
決
の
精
神
を
反
映
し
た
プ
ロ

イ
セ
ン
警
察
行
政
法
が
警
察
一
般
条
項
に
お
い
て
警
察
に
よ
る
福
祉
活
動
を
実
定
法
上
否
定
し
た
の
と
は
異
な
り
、
我
が
国
に
お
い
て
は
福

利
目
的
を
明
示
的
に
規
定
し
た
帝
国
憲
法
九
条
が
存
在
し
、
さ
ら
に
戦
後
同
規
定
が
廃
止
さ
れ
る
や
否
や
、
独
立
命
令
の
制
限
と
い
う
実
践

的
意
味
も
ま
た
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
警
察
消
極
目
的
の
原
則
が
、
戦
後
の
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
疑

問
視
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

（
（1
（

る
。

二
（
一
）
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
同
原
則
は
条
理
と
し
て
主
張
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
実
定
法
の
規
定
の
有
無
に
関
係
な
く
、
ま
た
同
原
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則
の
時
代
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
も
切
り
離
さ
れ
て
、〝
警
察
権
力
を
制
限
す
る
法
治
国
家
的
理
念
を
表
現
す
る
も
の
〟
と
し
て
今
な
お
語
ら

れ
る
こ
と
が
あ

（
（1
（

る
。
こ
の
原
則
の
意
義
を
高
く
認
め
、
さ
ら
に
「
立
法
原
則
」
と
し
て
こ
れ
を
展
開
し
た
の
は
高
田
敏
で
あ
る
。
高
田
は
、

同
原
則
が
既
に
本
来
的
意
味
を
失
っ
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、「
本
来
的
な
警
察
機
関
に
消
極
目
的
の
作
用
と
同
時
に
積
極
目
的
の
作
用
を

も
授
権
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
基
本
権
保
障
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
妥
当
性
を
欠
く
」
ゆ
え
、
同
原
則
は
「
現
在
、
立
法
原
則
と
し
て
の
意
味

を
有
す
る
」
と
い
う
。

「
す
な
わ
ち
、
危
険
の
防
止
・
除
去
の
た
め
の
機
関
に
或
種
の
福
祉
配
慮
的
任
務
を
与
え
る
方
向
は
、『
古
の
警
察
国
家
へ
の
歩
み
』
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、

警
察
庁
の
権
限
を
危
険
防
除
に
限
定
す
る
こ
と
は
、
警
察
国
家
へ
の
歩
み
を
防
止
す
る
保
障
で
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
私
に
は
、
立
法
原

則
と
し
て
の
消
極
目
的
の
原
則
を
以
上
の
意
味
に
と
ど
め
ず
、
さ
ら
に
、
行
政
警
察
の
項
で
警
察
領
域
の
限
定
に
関
し
た
述
べ
た
原
則
（
註
：
行
政
警
察
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
は
原
則
と
し
て
（
交
通
警
察
以
外
は
）
警
察
に
包
摂
さ
れ
な
い
こ
と
）
を
本
来
的
警
察
行
政
庁
へ
の
授
権
に
際
す
る
立
法
原
則
と
し
、

そ
れ
を
警
察
消
極
目
的
の
原
則
に
包
摂
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
そ
の
原
則
は
、
脱
警
察
化

（Entpolizeilichung

）
の
立
法
原
則
化
を
意
味
す
る
こ
と
に
な

（
（1
（

る
。」

　

し
か
し
な
が
ら
、
既
に
そ
の
妥
当
性
が
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
同
原
則
を
、
現
在
に
お
い
て
立
法
原
則
と
し
て
転
用
す
る
に
は
な
お
慎
重
な

検
討
を
要
す
る
。
第
一
に
、
警
察
消
極
目
的
の
原
則
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
警
察
」
概
念
は
、
講
学
上
の
概
念
と
実
定
法
上
の
概
念
が
明
確
に

区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
我
が
国
で
は
非
常
に
曖
昧
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
自
由
主
義
的
法
治
国
家
的
警
察
概
念
を
確
立
し
た

と
さ
れ
る
ク
ロ
イ
ツ
ベ
ル
ク
判
決
も
「
警
察
（Polizei

）」
が
福
祉
配
慮
的
任
務
を
担
う
こ
と
を
完
全
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
特
別
な

法
律
の
根
拠
な
く
警
察
一
般
条
項
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
行
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
〝
福
祉
配
慮
的
任
務
〟
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と
称
さ
れ
る
も
の
が
、
全
行
政
分
野
を
総
称
す
る
か
つ
て
の
理
解
か
ら
危
険
の
防
止
・
除
去
と
間
接
的
に
関
連
す
る
よ
う
な
も
の
に
至
る
ま

で
幅
広
く
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
し
て

（
（1
（

も
、
同
原
則
は
警
察
活
動
の
範
囲
を
画
す
る
規
準
と
し
て
は
な
お
抽
象
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

（
（1
（

い

（「
消
極
目
的
」
と
称
さ
れ
る
「
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
」
概
念
の
曖
昧
性
に
つ
い
て
は
、
高
田
も
ま
た
認
め
て
い

（
（1
（

る
。）。
ま
た
第
二
に
「
行
政
警
察

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
本
来
的
警
察
行
政
庁
に
授
権
し
な
い
こ
と
」
に
つ
い
て
も
な
お
同
様
に
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

行
政
警
察
に
関
す
る
事
項
（
建
築
・
営
業
・
衛
生
な
ど
）
は
基
本
的
に
は
危
険
防
御
の
任
務

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

を
前
提
と
す
る
（
な
い
し
包
含
す
る
）
も
の
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
脱
警
察
化
と
は
こ
の
任
務
を
警
察
機
関
か
ら
行
政
機
関
に
移
譲
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
警
察
消
極
目
的
の
原
則
の
適

用
・
拡
大
に
直
接
か
か
わ
る
問
題
で
は
な
い

（
（2
（

し
、
ま
た
以
上
の
点
を
問
わ
な
い
に
し
て
も
（〝
消
極
〟
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
〝
警
察
が
行
う
活
動

を
可
能
な
限
り
最
小
限
に
す
る
〟
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
と
し
て

（
（2
（

も
）、
一
般
の
行
政
機
関
も
ま
た
公
権
力
行
使
の
担
い
手
で
あ
る
以
上
、
脱
警

察
化
そ
の
も
の
が
果
た
し
て
ま
た
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
肯
定
的
に
評
価
さ
れ
る
の
か
、
も
う
一
つ
説
明
が
必
要
と
さ
れ
よ

（
（2
（

う
。
高
田
が
用

い
る
「
警
察
」「
本
来
的
な
警
察
機
関
」「
警
察
庁
の
権
限
」「
本
来
的
警
察
行
政
庁
」
と
い
っ
た
用
語
が
、
執
行
機
関
と
し
て
の
警
察
を
念

頭
に
置
く
の
か
（
国
家
）
公
安
委
員
会
・
警
察
庁
・
警
察
署
長
な
ど
の
行
政
官
庁
を
指
す
の
か
、
な
お
明
確
で
は
な
い
。
ま
た
第
三
に
、「
妥

当
性
を
欠
く
」
と
い
う
表
現
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
立
法
原
則
な
る
も
の
が
立
法
政
策
上
の
原
則
に
止
ま
る
も
の
な
の
か
、
そ

れ
と
も
憲
法
上
の
原
則
な
の
か
（
そ
れ
と
も
他
の
何
か
な
の
か
）、
判
然
と
し
な
い
と
い
う
問
題
も
残

（
（2
（

る
。

（
二
）
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
警
察
消
極
目
的
の
原
則
（
の
拡
大
や
立
法
原
則
化
）
を
唱
え
る
こ
と
で
「
警
察
国
家
へ
の
歩
み
を
防
止

す
る
」
試
み
が
、
果
た
し
て
ま
た
ど
の
程
度
、
有
効
か
つ
正
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
な
の
か
、
改
め
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
文
脈
に
お
い
て
、
警
察
概
念
を
あ
く
ま
で
実
定
法
の
定
め
に
基
づ
い
て
理
解
し
、
そ
こ
か
ら
具
体
的
な
警
察
権
限
の
範
囲
を
考
察
し
よ
う

す
る
見
解
が
登
場
し
て
く
る
の
は
容
易
に
想
像
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
藤
田
宙
靖
は
「『
消
極
目
的
か
ら
す
る
規
制
』
と
い
う

見
地
か
ら
す
る
領
域
画
定
は
、
純
粋
に
理
論
的
な
見
地
か
ら
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、・
・
消
極
目
的
の
行
政
活
動
か
そ
れ
と
も
積
極
目
的
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を
持
っ
た
活
動
か
の
区
別
が
、
多
く
の
場
合
困
難
と
な
っ
て
い
る
今
日
の
行
政
活
動
の
現
実
に
鑑
み
る
と
、
我
が
国
実
定
法
の
考
察
に
と
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
見
地
が
、
果
た
し
て
ま
た
ど
の
程
度
有
効
か
に
つ
い
て
は
、
疑
わ
し
い
」
と
述
べ
た
上
で
、「
今
後
あ
る
べ
き
警
察
行
政

法
学
は
、
ま
ず
以
て
、
い
わ
ゆ
る
『
制
定
法
上
の
警
察
概
念
』、
す
な
わ
ち
、
現
行
の
警
察
法
が
想
定
す
る
『
警
察
』
の
活
動
を
対
象
と
す

べ
き
」
で
あ
り
、「
警
察
法
な
る
一
般
法
が
、
こ
の
意
味
で
の
警
察
行
政
活
動
（
我
が
国
の
行
政
組
織
法
上
「
警
察
組
織
」
に
属
す
る
も
の
と
さ
れ

て
い
る
組
織
体
・
行
政
機
関
が
行
う
活
動
の
中
で
、（
司
法
で
は
な
く
）「
行
政
」
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
活
動
（
い
わ
ゆ
る
「
行
政
警
察
」）

─
筆
者
註
）
を
、
一
定
領
域
を
成
す
も
の
と
し
て
、
多
様
な
行
政
の
中
か
ら
切
り
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
規
範
学
の
見
地
か
ら
し

て
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
実
定
法
が
示
す
こ
の
よ
う
な
関
心
の
意
味
を
、
法
学
的
に
追
求
し
て
み
る
意
義
と
必
要
は
大
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
」
と
す
る
の
で
あ
っ

（
（2
（

た
。

　

も
っ
と
も
、現
行
の
警
察
法
が
想
定
す
る
「
警
察
組
織
」
の
活
動
を
考
察
の
対
象
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、あ
く
ま
で
法
学
的
（
実
定
法
的
）

な
議
論
の
出
発
点
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
ず
、
警
察
が
他
の
行
政
機
関
が
所
管
す
る
任
務
と
の
関
係
に
お
い
て
果
た
し
て
ま
た
ど
の

程
度
ま
で
関
与
で
き
る
か
、
と
い
う
本
稿
が
設
定
し
た
問
い
に
直
接
答
え
る
も
の
で
は
な

（
（2
（

い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
実
定
法
の
定
め
を
出
発

点
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
定
法
の
規
定
に
従
え
ば
─
憲
法
に
反
し
な
い
限
り
─
ど
の
よ
う
な
任
務
で
も
警
察
に
割
り
当
て
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
個
々
の
法
律
規
定
は
、
警
察
の
活
動
を
規
律
す
る
法
秩
序
全
体
（
本
稿
で
は
こ
れ
を
便
宜
上
、

警
察
法
秩
序
と
称
す
る
）
の
趣
旨
目
的
に
照
ら
し
つ
つ
関
連
規
定
と
矛
盾
抵
触
な
き
よ
う
、
そ
し
て
一
貫
性
を
担
保
す
る
法
内
在
的
な
準
則
に

最
低
限
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
高
田
が
提
示
す
る
（
拡
大
さ
れ
た
）「
警
察
消
極
目
的
の
原
則
」
も

ま
ず
は
現
行
警
察
法
に
通
底
す
る
理
念
・
考
え
方
を
踏
ま
え
た
上
で
、
実
定
法
の
定
め
の
中
で
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（2
（

い
。

三　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
警
察
官
職
務
執
行
法
（
昭
和
二
三
年
七
月
十
二
日
法
律
第
一
三
六
号
。
以
下
、
警
職
法
と
略
）
一
条
一

項
が
規
定
す
る
「
他
の
法
令
の
執
行
」
の
解
釈
問
題
は
、
右
検
証
素
材
と
し
て
適
例
と
言
い
う
る
だ
ろ
う
。
警
察
の
任
務
を
規
定
す
る
警
察
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法
二
条
二
項
に
よ
れ
ば
警
察
の
活
動
は
同
一
項
で
掲
げ
ら
れ
た
責
務
の
範
囲
に
「
厳
格
に
・
・
限
ら
れ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
他
方
で

警
察
官
の
個
別
的
権
限
を
規
定
す
る
警
職
法
一
条
一
項
は
、「
こ
の
法
律
は
、
警
察
官
が
警
察
法
（
・
・
）
に
規
定
す
る
個
人
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
の
保
護
、
犯
罪
の
予
防
、
公
安
の
維
持
並
び
に
他
の
法
令
の
執
行
等
の
職
権
職
務
を
忠
実
に
遂
行
す
る
た
め
に
、
必
要
な
手
段

を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」
と
規
定
し
た
上
で
、
八
条
で
「
警
察
官
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
の
外
、
刑
事
訴
訟
そ
の
他
に
関

す
る
法
令
及
び
警
察
の
規
則
に
よ
る
職
権
職
務
を
遂
行
す
べ
き
も
の
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
法
律
の
文
言
を
形
式
的
に
読
む
限
り

で
は
、「
他
の
法
令
」
が
警
察
法
の
定
め
る
警
察
責
務
に
入
ら
な
い
職
務
を
警
察
に
任
ず
る
場
合
に
は
、
警
職
法
上
の
権
限
を
行
使
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
そ
う
で
あ

（
（2
（

る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
学
説
上
二
つ
の
相
対
立
す
る
見
解
が
存
在
し
て
い

（
（2
（

た
。

　

一
つ
は
、
警
察
法
二
条
二
項
は
警
察
責
務
を
「
厳
格
に
」
限
定
し
そ
の
拡
大
を
防
ぐ
趣
旨
で
あ
る
と
し
て
、
他
の
法
令
の
執
行
を
あ
く
ま

で
警
察
法
が
定
め
る
警
察
責
務
の
内
容
に
限
定
す
る
見
解
（
限
定
列
挙
説
）
で
あ
る
。
例
え
ば
、
須
貝
脩
一
は
「
警
察
法
第
一
条
は
、
警
察

の
責
務
を
終
局
的
完
結
的
に
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
点
に
於
て
、
行
政
警
察
規
則
第
一
条
が
警
察
の
元
来
の
職
務
を
一
応
定
め
た
も
の
に
す

ぎ
ず
、
そ
れ
以
外
に
他
の
法
令
に
よ
り
異
種
的
諸
行
政
機
能
が
警
察
に
委
ね
ら
れ
得
た
、
の
と
全
く
異
な
つ
て
居

（
（2
（

る
」
と
い
う
。「
新
た
な

る
法
律
ま
た
は
条
例
を
以
て
す
れ
ば
、
警
察
機
関
に
右
の
事
務
以
外
の
事
務
を
委
ね
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
か
に
見
え
る
（
が
、）、
新

た
な
る
法
律
に
よ
つ
て
、
警
察
法
の
規
定
に
よ
る
職
務
以
外
の
事
務
を
警
察
に
委
任
す
る
こ
と
は
警
察
本
来
の
職
務
の
能
率
を
害
す
る
か
、

ま
た
は
警
察
権
の
濫
用
に
導
く
お
そ
れ
が
あ
り
、
警
察
法
立
法
の
精
神
に
反
す

（
（3
（

る
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
他
の

行
政
機
関
が
明
確
に
所
掌
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
「
交
通
の
取
締
り
」
以
外
の
（
例
え
ば
産
業
警
察
、
衛
生
警
察
と
い
っ
た
）
狭
義
の
行

政
警
察
で
あ
っ
て
も
警
察
の
責
務
に
含
ま
れ
る
と
す
る
見
解
（
例
示
列
挙
説
）
で
あ

（
（3
（

る
。
例
え
ば
警
察
実
務
家
で
あ
る
高
石
和
夫
は
、
現
代

社
会
に
お
け
る
生
活
危
険
の
増
大
の
、
国
民
意
識
の
不
安
か
ら
く
る
「
規
制
需
要
の
高
ま
り
は
、
警
察
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
生
活
危
険
の
規

制
を
求
め
る
、
規
制
需
要
の
範
囲
及
び
そ
れ
に
伴
い
利
害
調
整
機
能
を
果
た
す
べ
く
期
待
さ
れ
て
い
る
分
野
の
範
囲
を
、
著
し
く
拡
大
さ
せ
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て
い
る
」
と
い
う
。
ゆ
え
に
高
石
に
よ
れ
ば
、「
警
察
の
責
務
」
で
あ
る
「
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
」
の
概
念
は
、「
時
と
所
と
を
異
に

し
て
、
そ
の
内
容
に
変
化
の
あ
る
、『
動
く
概
念
』
で
あ
り
、『
本
質
的
に
進
化
す
る
概
念
』
で
あ
」
っ
て
、「
警
察
が
、
従
来

3

3

、『
警
察
の
責

務
』
と
解
し
て
き
た

3

3

3

3

3

範
囲
を
超
え
る
規
制
需
要
に
対
し
て
、
警
察
は
、
そ
れ
を
『
警
察
の
責
務
』
外
で
あ
る
と
速
断
し
て
、
拒
否
し
て
は
な

ら
な
い
」（
強
調
─
原
文
）
と
い
う
の
で
あ

（
（3
（

る
。

　

最
近
で
は
後
者
の
例
示
列
挙
説
が
支
持
さ
れ
て
い
る
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

（
（3
（

り
、
ま
た
事
実
、
実
務
に
お
い
て
も
既
に
「
他
の
法
律

に
よ
っ
て
警
察
機
関
に
権
限
を
与
え
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
が
本
条
（
警
察
法
二
条
─
筆
者
註
）
に
規
定
す
る
責
務
の
範
囲
内
で
あ
る
か
ど
う

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

か
に
か
か
わ
ら
ず

3

3

3

3

3

3

3

、
そ
の
権
限
の
行
使
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」（
強
調
─
筆
者
）
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ

（
（3
（

る
。
し
か
し
同
説
が
、警
察
法
二
条
二
項
の
定
め
る
〝
限
界
〟
と
の
関
係
に
お
い
て
、果
た
し
て
ま
た
ど
の
程
度
説
得
的
で
あ
る
か
は
、

学
説
判
例
上
、
十
分
な
検
証
は
な

（
（3
（

い
。
そ
も
そ
も
法
が
「
厳
格
に
・
・
・
責
務
の
範
囲
に
限
ら
れ
る
」
と
強
調
し
て
規
定
し
て
い
る
場
合
に

は
、
こ
れ
が
最
終
的
規
律
、
す
な
わ
ち
特
別
法
に
よ
っ
て
も
変
更
で
き
な
い
規
律
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
法
解
釈
と
し
て
、
ま
た
警
察
法
（
特

に
旧
警
察
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
一
九
六
号
））
の
制
定
経
緯
か
ら
し
て
も
自
然
な
態
度
で
あ
る

（
（3
（

し
、ま
た
こ
の
こ
と
は
、旧
警
察
法
一
条
が
「
警

察
は
、
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
に
任
じ
、
犯
罪
の
捜
査
、
被
疑
者
の
逮
捕
及
び
公
安
の
維
持
に
当
た
る
こ
と
を
以
て
そ
の
責

務
と
す
る
」
と
定
め
、
具
体
的
に
二
条
で
「
公
共
の
秩
序
の
維
持
」「
生
命
及
び
財
産
の
保
護
」「
犯
罪
の
予
防
及
び
鎮
圧
」「
犯
罪
の
捜
査

及
び
被
疑
者
の
逮
捕
」「
交
通
の
取
締
」
に
加
え
「
逮
捕
状
、
拘
留
状
の
執
行
そ
の
他
の
裁
判
所
、
裁
判
官
又
は
検
察
官
の
命
ず
る
事
務
で

法
律
を
も
っ
て
定
め
る
も
の
」
の
み
を
挙
げ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ

（
（3
（

る
。
現
に
警
職
法
八
条
に
よ
り
「
刑
事
訴
訟
そ
の
他
に
関
す

る
法
令
及
び
警
察
の
規
則
」
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
刑
事
訴
訟
法
の
他
、
風
俗
営
業
等
取
締
法
、
古
物
営
業
法
、
質
屋
営
業
法
、
道

路
交
通
法
、
遺
失
物
法
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
等
、
多
く
は
一
般
的
権
限
を
持
つ
警
察
官
が
警
察
責
務
の
枠
内

3

3

3

3

3

3

3

で
特
殊
具
体
的
な
事

態
に
対
処
す
る
場
合
の
特
別
な
職
権
職
務
を
定
め
た
も
の
で
あ

（
（3
（

り
、
警
職
法
と
一
般
法
・
特
別
法
の
関
係
に
あ
る
と
み
る
こ
と
が
可
能
な
法
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令
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
警
察
責
務
と
全
く
無
関
係
な
職
権
職
務
を
担
わ
せ
る
こ
と
は
、
こ
の
一
般
法
・
特
別
法
の
関
係

か
ら
離
れ
、
警
察
責
務
を
「
厳
格
に
」
限
定
し
た
警
察
法
に
法
体
系
上
違
背
す
る
と
評
す
る
こ
と
も
直
ち
に
不
可
能
と
は
言
い
切
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
警
察
の
責
務
外
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
〝
産
業
警
察
〟〝
衛
生
警
察
〟
と
い
っ
た
任
務
に
つ
い
て
も
、
警
察
が
こ
の

任
務
を
（
許
認
可
権
限
を
含
め
て
）
全
面
的
に
担
う
の
か
、
そ
れ
と
も
行
政
機
関
が
行
う
立
入
り
調
査
な
ど
に
一
部
関
与
す
る
に
止
ま
る
の
か

に
よ
っ
て
も
随
分
と
結
果
は
異
な
る
。
仮
に
警
察
の
責
務
と
全
く
無
関
係
な
職
権
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
警
察

法
二
条
二
項
に
照
ら
し
て
も
な
お
こ
れ
が
正
当
化
さ
れ
る
の
か
、
論
証
負
担
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ

（
（3
（

て
、
個
別
法
の
規
定
さ

え
あ
れ
ば
警
察
法
二
条
の
責
務
と
は
無
関
係
に
警
察
任
務
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
の
見
解
は
決
し
て
「
い
う
ま
で
も
な

（
（4
（

い
」
と
即
断
で
き
る

問
題
で
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
警
察
の
任
務
範
囲
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
我
が
国
の
警
察
法
な
い
し
警
職
法
制
定
の

経
緯
を
踏
ま
え
、
改
め
て
慎
重
に
考
察
し
直
す
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

（
11
）
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
田
中
二
郎
『
新
版
行
政
法
下
巻
（
全
訂
第
二
版
）』（
弘
文
堂
・
一
九
八
三
）
五
六
頁
。

（
12
）
以
下
、
本
稿
で
は
敬
称
を
略
す
。

（
13
）
関
根
謙
一
「
明
治
憲
法
下
に
お
け
る
警
察
の
概
念
」
成
田
頼
明
先
生
古
稀
記
念
『
政
策
実
現
と
行
政
法
』（
有
斐
閣
・
一
九
九
八
）
四
五
二
頁

以
下
、
四
六
七
頁
以
下
。
参
照
、
島
田
茂
「
明
治
憲
法
下
に
お
け
る
警
察
法
理
論
の
構
造
」
甲
南
法
学
五
三
巻
二
号
（
二
〇
一
二
）
四
頁
以
下
。

（
14
）
参
照
、
田
村
正
博
『
全
訂
警
察
行
政
法
解
説
』（
東
京
法
令
出
版
・
二
〇
一
一
）
七
〇
頁
以
下
。

（
15
）
美
濃
部
の
警
察
概
念
が
学
問
上
の
概
念
と
し
て
構
成
さ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
参
照
、
関
根
・
前
掲
五
〇
九

頁
以
下
。
ま
た
、
戦
後
田
中
二
郎
が
、
当
初
警
察
消
極
目
的
の
原
則
を
限
界
論
と
し
て
挙
げ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
三
七
年

『
新
版
行
政
法
（
下
）』（
弘
文
堂
）
で
特
に
説
明
も
な
く
新
た
に
こ
れ
を
追
加
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
須
藤
陽
子
「
日
独
警

察
法
理
論
の
相
違
─
『
警
察
権
の
限
界
論
』
に
対
す
る
批
判
に
答
え
て
─
」
立
教
法
学
八
〇
号
（
二
〇
一
〇
）
一
八
七
頁
（
同
『
比
例
原
則
の
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現
代
的
意
義
と
課
題
』（
法
律
文
化
社
・
二
〇
一
〇
）
一
一
四
頁
）。

（
16
）
高
田
敏
「
現
代
行
政
の
展
開
と
警
察
法
」
公
法
研
究
三
四
号
（
一
九
七
二
）
二
二
八
頁
。
同
様
の
主
張
と
し
て
、
杉
村
敏
正
編
『
行
政
法
概

説
各
論
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
・
一
九
八
八
）
八
六
頁
。
参
照
、島
田
茂
「
警
察
規
制
の
概
念
と
手
法
」
芝
池
義
一
ほ
か
編
『
行
政
法
の
争
点
（
第

三
版
）』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
四
）
二
一
三
頁
。

（
17
）
福
祉
配
慮
的
任
務
を
給
付
行
政
な
い
し
サ
ー
ビ
ス
業
務
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
現
実
の
警
察
実
務
に
お
い
て
は
既
に
、
犯

罪
被
害
者
の
救
済
、
暴
力
団
離
脱
者
に
対
す
る
援
護
、
風
俗
営
業
・
警
備
業
等
の
適
正
化
、
青
少
年
保
護
、
住
宅
防
犯
の
目
的
の
た
め
に
す
る

相
談
・
助
言
業
務
等
を
行
っ
て
い
る
。
成
田
頼
明
「
警
察
法
五
〇
年
の
回
顧
と
展
望
」
警
察
学
論
集
五
七
巻
七
号
（
二
〇
〇
四
）
五
九
頁
は
、

こ
の
よ
う
な
事
実
を
も
っ
て
同
原
則
を
疑
問
と
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
危
険
防
御
か
福
祉
か
と
い
う
対
立
は
本
来
、
父
権
的
絶
対
主
義
国
家

か
ら
の
脱
却
と
い
う
主
題
の
下
、
個
人
の
自
律
の
確
立
に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
、
個
別
具
体
的
な
機
関

の
権
限
を
念
頭
に
置
い
た
議
論
と
は
若
干
次
元
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。D

rew
s/W

acke/V
ogel/M

artens, 
Gefahrenabw

ehr, 9. A
ufl. 1986, S. 49. 

は
、本
来
危
険
の
防
御
に
か
か
わ
る
建
築
警
察
や
営
業
警
察
が
、時
折「
福
祉
警
察（W

ohlpolizei

）」

と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
不
幸
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

（
18
）
他
方
で
白
藤
博
行
「『
安
全
の
中
の
自
由
』
論
と
警
察
行
政
法
」
公
法
研
究
六
九
号
（
二
〇
〇
七
）
六
〇
頁
は
「
法
秩
序
形
成
」
と
対
比
さ
せ

た
上
で
「
法
秩
序
維
持
」
た
る
こ
と
を
求
め
る
「
警
察
消
極
目
的
の
原
則
」
の
根
拠
を
、「
国
家
に
よ
る
権
力
（M

acht

）
と
実
力
（Gew

alt

）

の
独
占
」
と
「
私
人
に
よ
る
実
力
行
使
の
禁
止
」
に
求
め
、
同
原
則
は
「
実
力
に
よ
る
紛
争
解
決
」
が
「
紛
争
の
平
和
的
解
決
」
と
の
関
係
に

お
い
て
常
に
補
充
的
、
消
極
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
紛
争
解
決
の
原
理
・
原
則
を
示
し
た
も
の
と
説
明
す
る
。
し
か
し
近
代
国
家
成

立
の
た
め
に
正
統
に
認
め
ら
れ
た
「
実
力
を
有
す
る
特
別
な
行
政
権
」
で
あ
る
警
察
が
、
ど
の
よ
う
な
範
囲
の
任
務
を
担
い
得
る
か
と
い
う
問

い
は
、
近
代
国
家
成
立
の
説
明
根
拠
で
あ
る
「
権
力
独
占
」
や
「
自
力
救
済
の
禁
止
」
か
ら
直
ち
に
答
え
が
導
か
れ
る
も
の
で
は
な
い
。「
実
力

に
よ
る
紛
争
解
決
」
も
完
全
に
排
除
さ
れ
て
い
な
い
以
上
（
い
な
、
私
人
に
代
わ
り
、
実
力
に
よ
る
紛
争
解
決
が
国
家
に
こ
そ
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
）、
や
は
り
ど
の
よ
う
な
場
合
に
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
か
、
実
定
法
に
よ
る
詳
細
な
内
容
形
成
が
必
要
と
な
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お

い
て
「
法
秩
序
形
成
」
や
「
法
秩
序
維
持
」
と
い
っ
た
概
念
も
、「
権
力
独
占
」
概
念
な
ど
と
同
様
に
な
お
記
述
的
説
明
概
念
に
と
ど
ま
り
、
警

察
の
具
体
的
な
活
動
を
規
律
す
る
規
範
と
す
る
に
は
な
お
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
19
）
高
田
・
前
掲
二
二
九
頁
。
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（
20
）
杉
村
敏
正
編
・
前
掲
八
六
頁
が
、
警
察
消
極
目
的
の
原
則
を
「
本
来
的
な
警
察
機
関
に
対
し
て
は
原
則
的
に
は

・
・
・
・
・

消
極
目
的
の
た
め
の
作
用
を

授
権
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
法
原
則
」
と
称
し
て
い
た
の
に
対
し
て
、
古
谷
洋
一
編
『
注
釈
警
察
官
職
務
執
行
法
〔
四
訂
版
〕』（
立
花
書
房
・

二
〇
一
四
）
四
五
頁
は
、「
こ
れ
は
、
行
政
裁
量
を
統
制
す
る
手
段
と
し
て
の
『
警
察
消
極
目
的
の
原
則
』
の
議
論
と
は
異
な
り
、
行
政
事
務
の

分
配
に
関
す
る
一
定
の
立
場
か
ら
の
政
策
的
な
提
言
（
・
・
）
と
で
も
い
う
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
批
判
す
る
。

（
21
）
な
お
、
同
原
則
は
、
規
制
権
限
不
行
使
に
よ
る
損
害
賠
償
訴
訟
に
お
い
て
被
告
国
側
が
権
限
行
使
義
務
を
否
定
し
責
任
を
回
避
す
る
論
拠
と

し
て
持
ち
出
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
参
照
、
大
阪
地
判
平
成
一
五
年
三
月
一
三
日
判
時
一
八
三
四
号
六
二
頁
以
下
。

（
22
）
脱
警
察
化
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
国
家
に
よ
る
介
入
が
自
由
主
義
的
に
解
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
旨
、V

gl. D
rew

s/W
acke/V

ogel/
M

artens, a. a. O
., S. 52f. 

（
23
）
ち
な
み
に
高
木
光
「
警
察
行
政
法
の
現
代
的
位
置
づ
け
」「
警
察
行
政
の
新
た
な
る
展
開
」
編
集
委
員
会
編
『
警
察
行
政
の
新
た
な
る
展
開
』

（
東
京
法
令
出
版
・
二
〇
〇
一
）
一
七
七
頁
以
下
は
、
高
田
説
を
検
討
し
た
上
で
「
高
田
説
に
よ
れ
ば
、
現
行
の
風
営
適
正
化
法
や
道
路
交
通
法

も
『
積
極
目
的
』
を
含
む
限
り
で
、
憲
法
違
反
な
い
し
警
察
法
二
条
違
反
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
し
、「『
組
織
と
し
て
の
警
察
』

に
『
犯
罪
の
予
防
』
に
直
接
の
関
係
を
有
し
な
い
様
々
な
『
任
務
な
い
し
所
掌
事
務
』
を
割
り
当
て
る
こ
と
は
、
他
の
行
政
機
関
と
の
役
割
分

担
や
国
民
へ
の
影
響
と
い
う
見
地
か
ら
『
立
法
政
策
的
』
に
望
ま
し
く
な
い
が
、
憲
法
違
反
は
生
じ
ず
」、
ま
た
「
警
察
法
二
条
一
項
は
そ
れ
ほ

ど
強
い
規
範
的
意
味
を
持
た
な
い
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
」
と
の
立
場
を
示
す
。

（
24
）
藤
田
宙
靖
「
警
察
行
政
法
学
の
課
題
」
警
察
政
策
一
巻
一
号
（
一
九
九
九
）
三
一
頁
以
下
（
同
『
行
政
法
の
基
礎
理
論
上
巻
』（
有
斐
閣
・
二

〇
〇
五
）
三
四
八
頁
）。
こ
の
考
え
に
基
本
的
に
賛
同
す
る
も
の
と
し
て
、
高
木
光
「
警
察
行
政
法
論
の
可
能
性
」
警
察
政
策
二
巻
一
号
（
二
〇

〇
〇
）
一
七
頁
以
下
。

（
25
）
藤
田
・
前
掲
三
二
頁
も
続
け
て
次
の
よ
う
に
述
べ
、
そ
の
課
題
に
言
及
し
て
い
る
。「〔
警
察
法
第
二
条
一
項
二
項
〕
に
定
め
ら
れ
た
、『
責
務
』

及
び
『
限
界
』
が
、
警
察
機
関
の
行
う
行
政
活
動
に
対
す
る
法
治
主
義
的
制
約
に
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
意
味
付
け
を
与
え
る
か
を
検
討

す
る
こ
と
こ
そ
が
、
先
ず
以
て
、
行
政
法
各
論
と
し
て
の
警
察
行
政
法
学
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

（
26
）
ち
な
み
に
〝
実
定
法
の
定
め
に
基
づ
い
た
検
討
〟
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
、
白
藤
博
行
「
リ
ス
ク
社
会
下
の
警
察
行
政
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

三
五
六
号
（
二
〇
〇
八
）
八
八
頁
は
、実
定
法
の
内
容
を
法
実
証
的
に
考
察
す
る
必
要
性
を
論
じ
た
拙
稿
（「
危
険
概
念
の
解
釈
方
法
（
四
・
完
）

─
損
害
発
生
の
蓋
然
性
と
帰
納
的
推
論
」
自
治
研
究
八
四
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
）
一
一
八
頁
）
に
言
及
し
な
が
ら
「
米
田
が
い
う
と
こ
ろ
の
『
立
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法
者
に
よ
り
』『
実
定
法
規
範
に
組
み
込
ま
れ
た
（
広
い
意
味
で
の
危
険
防
御
の
）
法
技
術
を
発
見
す
る
姿
勢
』
は
こ
と
の
ほ
か
重
要
で
あ
る
」

と
し
つ
つ
も
、
他
方
で
、
個
別
法
令
に
よ
る
警
察
庁
の
事
務
の
拡
大
が
準
備
さ
れ
て
き
た
現
実
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
実
定
法
に
よ
る
警
察
規
制
の

可
能
性
を
探
求
す
る
際
に
、
事
柄
の
本
質
か
ら
し
て
安
易
に
実
定
警
察
法
規
範
そ
の
も
の
へ
の
過
信
・
過
重
負
担
が
な
い
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
ま
ず
は
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
、
く
ぎ
を
刺
し
て
い
た
。

　
　
　

実
定
（
警
察
）
法
へ
の
「
過
信
」「
過
重
負
担
」
に
対
す
る
同
種
の
疑
念
・
批
判
に
つ
い
て
は
、
白
藤
以
外
か
ら
も
提
示
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
岡
田
健
一
郎
「
日
本
公
法
学
に
お
け
る
『
警
察
』
に
つ
い
て
の
メ
モ
─
経
済
的
自
由
規
制
目
的
二
分
論
を
出
発
点
と
し
て
─
」
一
橋
法
学

七
巻
二
号
（
二
〇
〇
八
）
四
三
六
頁
以
下
は
、
警
察
と
い
う
存
在
そ
れ
自
体
の
合
憲
性
を
論
じ
る
文
脈
に
お
い
て
で
あ
る
が
、「〝
法
〟
や
〝
国

家
〟
の
最
終
的
な
根
拠
付
け
で
は
な
く
、
個
別
具
体
的
な
法
関
係
の
内
容
的
規
定
に
関
す
る
根
拠
付
け
」
を
問
題
に
す
べ
き
と
す
る
筆
者
の
見

解
に
対
し
、「
行
政
法
学
と
憲
法
学
を
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
同
様
に
扱
う
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
問
題
が
あ
る
」
と
す
る
。
岡
田
に
よ
れ
ば
、「
行

政
法
学
は
さ
し
あ
た
り
当
該
法
令
の
合
憲
性
を
前
提
に
解
釈
論
を
展
開
す
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
、
憲
法
学
は
当
該
法
令
の
合

憲
性
を
、
時
に
は
『〝
法
〟
や
〝
国
家
〟
の
最
終
的
な
根
拠
付
け
』
に
ま
で
遡
っ
て
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
面
も
存
在
す
る
」
か
ら
で
あ
り
、

む
し
ろ
「
実
定
（
行
政
）
法
の
『
メ
タ
理
論
』
を
問
う
こ
と
が
憲
法
学
の
課
題
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
桑
原
勇
進
『
環
境
法
の
基
礎
理
論
─

国
家
の
環
境
保
全
義
務
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
三
）
一
三
六
頁
以
下
は
、
国
家
の
基
本
権
保
護
義
務
を
擁
護
す
る
文
脈
に
お
い
て
、
や
は
り
「
個

別
の
法
律
関
係
そ
れ
自
体
か
ら
行
政
法
関
係
を
基
礎
付
け
る
こ
と
」
を
重
視
す
る
筆
者
の
立
場
を
、
か
つ
て
学
説
が
厳
し
く
批
判
し
て
き
た
、

行
政
手
続
に
関
す
る
最
高
裁
の
制
定
法
律
準
拠
主
義
と
同
様
の
立
場
で
あ
り
、「
か
な
り
問
題
」
が
あ
る
と
し
、
む
し
ろ
立
法
に
よ
る
多
数
者
の

専
制
を
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
憲
法
的
義
務
（
基
本
権
保
護
義
務
）
と
構
成
す
る
ほ
う
が
有
効
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　

い
ず
れ
の
疑
念
・
批
判
も
、
個
別
の
実
定
法
の
み
に
着
目
す
る
筆
者
の
考
察
態
度
を
問
題
に
し
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
と
言
っ

て
よ
い
。
こ
の
問
題
は
警
察
活
動
の
統
制
方
法
の
み
な
ら
ず
、
国
家
（
な
い
し
政
治
）
と
法
の
関
係
性
に
対
す
る
考
察
態
度
な
い
し
向
き
合
い

方
に
も
か
か
わ
る
重
要
な
論
点
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
筆
者
が
〝
実
定
法
の
定
め
に
基
づ
い
た
考
察
方
法
〟
と
い
う
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
考
え
て
い
る
の
か
、
機
会
を
見
て
改
め
て
自
ら
の
立
場
を
明
確
に
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
筆
者
が
想
定
し
て
い
る

「（
個
別
の
）
実
定
法
」
と
は
、
制
定
法
律
準
拠
主
義
を
導
く
よ
う
な
狭
い
理
解
で
は
な
く
、
む
し
ろ
（
─
な
お
そ
の
構
造
が
解
明
さ
れ
る
余
地

の
あ
る
─
比
例
原
則
な
ど
の
憲
法
原
理
に
支
え
ら
れ
た
）個
別
実
定
法
の
内
在
的
・
体
系
的
理
解
を
通
じ
て
、警
察
活
動
の
統
制
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

ブ
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。
個
別
実
定
法
の
内
在
的
・
体
系
的
理
解
を
追
求
す
る
こ
と
で
実
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定
警
察
法
が
本
来
有
す
る
統
制
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
（
再
）
確
認
、（
再
）
発
見
し
、
多
数
者
の
専
制
に
対
す
る
、
実
効
的
な
統
制
を
可
能
に

す
る
こ
と
が
、
筆
者
が
と
る
立
場
で
あ
る
（
こ
の
立
場
は
憲
法
的
統
制
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。）。
も
ち
ろ
ん
「
個
別
実
定
法

の
内
在
的
・
体
系
的
理
解
を
追
求
す
る
」
方
法
の
開
拓
は
、
今
後
筆
者
に
課
せ
ら
れ
た
継
続
的
な
課
題
で
あ
る
。

（
27
）
ま
た
宮
田
三
郎
『
警
察
法
』（
信
山
社
・
二
〇
〇
二
）
一
〇
頁
は
、
警
察
法
二
条
の
文
言
か
ら
す
る
と
、
伝
統
的
な
行
政
警
察
作
用
を
警
察
の

責
務
か
ら
除
外
す
る
こ
と
は
「
文
理
的
に
疑
問
」「
法
解
釈
論
と
し
て
は
無
理
」
と
述
べ
る
。

（
28
）
田
宮
裕
＝
河
上
和
雄
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
警
察
官
職
務
執
行
法
』（
青
林
書
院
・
一
九
九
三
）
五
九
頁
以
下
。

（
29
）
須
貝
脩
一
『
警
察
法
逐
条
解
説
』（
法
律
文
化
社
・
一
九
四
八
）
一
九
頁
以
下
。

（
30
）
須
貝
脩
一
『
行
政
法
総
論
』（
有
信
堂
高
文
社
・
一
九
七
六
）
一
〇
頁
。

（
31
）
高
石
和
夫
「
講
学
上
の
『
警
察
』
概
念
と
警
察
行
政
（
下
）」
警
察
公
論
三
五
巻
一
一
号
（
一
九
八
〇
）
四
五
頁
。
他
に
、
田
村
正
博
「
警
察

の
活
動
上
の
『
限
界
』（
中
）」
警
察
学
論
集
四
一
巻
七
号
（
一
九
八
八
）
六
八
頁
等
。

（
32
）
高
石
・
前
掲
四
七
頁
以
下
。
他
方
で
高
石
は
、
こ
の
場
合
「
保
安
警
察
も
狭
義
の
行
政
警
察
も
、
と
も
に
警
察
法
二
条
一
項
の
『
公
共
の
安

全
と
秩
序
の
維
持
』
に
含
ま
れ
る
が
、
他
の
行
政
機
関
が
明
確
に
所
掌
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
『
警
察
の
責
務
』
の
範
囲
が
縮
減
さ
れ
た
結

果
に
な
っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
。
こ
の
「
縮
減
」
と
い
う
表
現
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
に
お
い
て
吟
味
に
値
す
る
表
現
で
あ
る
。

（
33
）
田
宮
＝
河
上
・
前
掲
六
〇
頁
。
但
し
同
書
は
、
例
示
列
挙
説
に
対
し
、
①
戦
後
の
警
察
改
革
の
歴
史
に
照
ら
す
と
、
警
察
法
の
責
務
規
定
は

安
易
な
拡
大
解
釈
を
許
さ
な
い
ほ
う
が
よ
い
、
②
行
政
取
締
法
規
に
罰
則
を
付
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
結
果
違
反
行
為
の
予
防
・
取
締
の

責
務
は
警
察
組
織
も
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
警
察
の
所
掌
が
無
限
に
広
が
り
か
え
っ
て
能
率
的
・
効
果
的
な
不
法
事
犯
の
抑
止
・
除
去
が
期

待
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
、
③
こ
れ
に
伴
い
予
防
・
取
締
の
重
点
の
置
き
方
な
ど
も
す
べ
て
警
察
の
裁
量
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

こ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
適
切
な
方
法
が
な
い
、
④
従
っ
て
、
犯
罪
捜
査
と
治
安
維
持
の
た
め
に
必
要
な
強
力
な
人
的
・
物
的
な
組
織
と
法

的
な
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
警
察
組
織
が
、
市
民
生
活
に
深
く
関
わ
る
各
種
の
許
認
可
・
統
制
・
監
視
・
取
締
等
の
行
政
権
限
を
も
与
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
と
戦
前
の
よ
う
な
警
察
国
家
を
つ
く
り
出
す
お
そ
れ
が
あ
る
、
と
以
上
四
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
34
）
警
察
制
度
研
究
会
編
『
全
訂
版
警
察
法
解
説
』（
東
京
法
令
出
版
・
二
〇
〇
四
）
五
七
頁
。

（
35
）
例
外
と
し
て
島
田
茂
「
憲
法
改
正
と
最
近
の
警
察
法
学
の
動
向
」
法
の
科
学
三
八
号
（
二
〇
〇
七
）
三
七
頁
以
下
が
、
本
稿
と
同
様
の
視
点

か
ら
こ
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。
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（
36
）
こ
の
よ
う
な
見
解
を
唱
え
る
も
の
と
し
て
、
既
に
加
藤
陽
三
監
修
『
全
訂
警
察
法
逐
條
解
説
』（
新
警
察
社
・
一
九
五
二
）
二
四
頁
。
ま
た
、

田
上
穣
治
『
新
版
警
察
法
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
三
）
二
七
〇
頁
は
、「
警
察
の
活
動
が
、
厳
格
に
・
・
警
察
の
責
務
に
限
ら
れ
る
べ
き
も
の
と

し
た
こ
と
は
（
警
二
条
）、
立
法
権
を
拘
束
せ
ず
、
特
別
な
法
律
に
よ
っ
て
例
外
の
規
定
を
設
け
て
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
に
み
え
る
」
が
、「
特

定
の
警
察
作
用
が
い
ず
れ
の
機
関
の
権
限
に
属
す
る
か
は
、
組
織
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
警
察
法
を
改
正
し
な
い
限
り
、
警
察
の
責

務
の
範
囲
外
に
お
い
て
普
通
警
察
機
関
の
権
限
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
る
。

（
37
）
警
察
官
職
務
執
行
法
の
前
身
で
あ
る
警
察
官
等
職
務
執
行
法
の
作
成
に
深
く
か
か
わ
っ
た
上
原
誠
一
郎
著
『
警
察
官
等
職
務
執
行
法
解
説
』

（
立
花
書
房
・
一
九
四
八
）
五
〇
頁
も
、
同
法
一
条
が
規
定
す
る
「
他
の
法
令
等
の
職
権
職
務
」
の
内
容
に
つ
き
、
明
確
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も

所
謂
司
法
警
察
の
事
務
を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

（
38
）
参
照
、
出
射
義
夫
『
警
察
権
限
詳
論
』（
警
察
時
報
社
・
一
九
五
九
）
二
〇
二
頁
以
下
。

（
39
）
ち
な
み
に
宮
崎
清
文
「
警
察
権
の
限
界
─
特
に
一
般
警
察
機
関
の
そ
れ
に
つ
い
て
─
」
中
原
英
典
ほ
か
編
『
警
察
学
の
諸
問
題
』（
立
花
書
房
・

一
九
五
〇
）
一
八
一
頁
は
「
現
在
で
は
、
一
般
警
察
機
関
が
、
興
え
ら
れ
た
責
務
の
範
囲
外
で
活
動
す
る
こ
と
は
警
察
法
違
反
で
あ
る
」
と
明

言
す
る
が
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
責
務
範
囲
外
の
活
動
と
は
政
治
警
察
で
あ
り
、
比
較
的
、
限
界
事
例
と
し
て
明
確
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

（
40
）
警
察
制
度
研
究
会
編
・
前
掲
五
七
頁
。
但
し
同
書
は
、
こ
の
文
脈
で
は
「
警
察
」
で
は
な
く
「
警
察
行
政
機
関
」
と
い
う
表
現
に
言
い
換
え

て
い
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
警
察
行
政
機
関
、
つ
ま
り
国
家
公
安
委
員
会
が
達
成
す
べ
き
目
的
は
、
警
察
法
二
条
一
項
の
責
務
に
限
定
さ
れ

ず
、
警
察
行
政
機
関
が
担
う
任
務
は
大
き
く
開
か
れ
る
余
地
も
出
て
こ
よ
う
。
但
し
他
方
で
国
家
公
安
委
員
会
の
任
務
・
所
掌
範
囲
は
「
個
人

の
権
利
と
自
由
を
保
護
し
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る
」
任
務
と
さ
れ
て
お
り
、
─
こ
れ
を
「
究
極
目
的
」
と
言
う
か
ど
う
か
は
と
も

か
く
─
警
察
行
政
機
関
の
任
務
・
所
掌
範
囲
を
画
す
る
外
縁
も
ま
た
示
さ
れ
て
い
る
（
警
察
法
五
条
一
項
。
平
成
一
一
年
の
中
央
省
庁
再
編
の

法
改
正
で
明
記
さ
れ
た
。
参
照
、佐
藤
英
彦
「
警
察
行
政
機
関
の
任
務
、所
掌
事
務
及
び
権
限
」
河
上
和
雄
ほ
か
編
『
講
座
日
本
の
警
察
第
一
巻
』

（
立
花
書
房
・
一
九
九
三
）
五
五
頁
以
下
）。
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
支
給
法
の
規
定
に
基
づ
く
給
付
金
支
給
、
あ
る
い
は
従
来
金
融
庁
の
所
管

で
あ
っ
た
「
疑
わ
し
い
取
引
と
し
て
届
け
出
の
あ
っ
た
情
報
の
集
約
、
分
析
及
び
提
供
」（
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
）
は

「
個
人
の
権
利
と
自
由
を
保
護
し
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る
」
任
務
で
あ
る
と
す
る
の
が
現
行
法
の
立
場
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ

「
個
人
の
権
利
と
自
由
の
保
護
し
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る
」
作
用
の
規
範
的
内
実
を
─
警
察
法
二
条
が
定
め
る
警
察
責
務
と
の
異
同
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第
二
項　

問
題
設
定
の
再
定
式
化
─
警
察
任
務
一
般
条
項
論

一　

警
察
は
、
警
察
法
二
条
が
定
め
る
責
務
と
限
界
と
の
関
係
に
お
い
て
果
た
し
て
ま
た
ど
の
程
度
、
他
の
行
政
機
関
が
所
管
す
る
任
務
に

対
し
関
与
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
、
と
い
う
本
稿
が
立
て
た
問
い
は
、
実
は
戦
後
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
と
直
接
的
に
関
わ
ら

な
い
任
務
が
警
察
以
外
の
他
の
行
政
機
関
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
旧
）
警
察
法
制
定
当
時
に
お
い
て
、
一
部
の
警
察
実
務
家
の
間

で
は
既
に
自
覚
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
宮
崎
清
文
は
「
警
察
権
の
分
配
─
現
行
法
に
お
け
る
一
般
警
察
機
関
と
特
別
警
察

機
関
の
関
係

（
（4
（

─
」（
一
九
五
〇
）
と
題
す
る
論
稿
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
そ
の
問
題
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
従
来
の
我
が
国
の
警
察
が
保
持
し
て
来
た
行
政
警
察
─
そ
れ
は
時
と
し
て
は
拡
張
解
釈
に
よ
り
所
謂
保
育
行
政
に
迄
及
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
─
分
野
に

お
け
る
権
限
も
、
こ
れ
を
学
問
上
よ
り
定
義
す
る
時
は
広
義
の
警
察
作
用
と
言
う
を
得
べ
く
、
た
と
え
そ
れ
が
他
の
行
政
庁
に
移
譲
せ
ら
れ
て
も
、
依
然
と

し
て
広
義
の
警
察
作
用
の
一
環
と
見
做
す
こ
と
は
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
新
し
い
実
定
法
上
の
警
察
を
狭
義
の
警
察
と
称
す
る
な
ら
ば
、

我
が
国
の
警
察
が
広
義
の
警
察
か
ら
狭
義
の
警
察
に
転
化
し
た
こ
と
は
、
表
現
方
法
を
変
え
る
な
ら
ば
、
警
察
の
地
方
分
権
と
は
異
つ
た
意
味
で
所
論
警
察

組
織
部
外
へ
の
警
察
権
の
分
配
が
行
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
他
方
狭
義
の
警
察
に
お
い
て
も
行
政
警
察
的
権
能
は
全
然
否
定
さ
れ
た
わ
け
で

を
踏
ま
え
つ
つ
─
警
察
法
秩
序
の
体
系
的
理
解
の
中
で
明
確
に
す
る
作
業
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
に
関
し
、「
個
人
の
権
利
と
自
由
を
保
護

し
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る
」
任
務
は
あ
く
ま
で
国
家
公
委
員
会
の
任
務
で
あ
り
、
警
察
庁
の
任
務
は
警
察
法
二
条
の
責
務
の
ま
ま

で
あ
る
と
す
る
見
解
を
提
示
す
る
も
の
と
し
て
、白
藤
博
行
「『
監
視
社
会
』
と
『
警
察
行
政
法
』
理
論
の
展
開
」
法
律
時
報
七
五
巻
一
二
号
（
二

〇
〇
三
）
三
七
頁
以
下
。
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は
な
く
、
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
の
保
護
、
或
は
公
安
の
維
持
と
い
う
形
で
一
般
的
な
責
務
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
今
仮
に
権
限
の
移
譲
を
受

け
た
各
個
の
行
政
庁
を
特
別
行
政
警
察
機
関
と
称
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
等
と
一
般
警
察
機
関
と
の
間
に
お
け
る
権
限
の
競
合
、
両
者
の
連
絡
調
整
等
の
問
題

は
当
然
予
想
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

（
（4
（

い
。」

　

同
論
文
は
、
近
く
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
警
察
組
織
運
営
上
の
課
題
を
一
般
的
に
提
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
の
後
こ
の
問

題
が
正
面
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
、
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

（
（4
（

た
。
そ
の
理
由
を
探
求
す
る
こ
と
は
我
が
国
の
警
察
法
秩
序
の
変
遷
史
と
い

う
観
点
か
ら
も
興
味
深
い
課
題
で
あ
る
が
、
一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
我
が
国
に
お
け
る
戦
後
の
警
察
改
革
が
警
察
事
務
の
市
町
村
へ
の
移
管

や
公
安
委
員
会
制
度
の
創
設
等
、
主
と
し
て
警
察
の
民
主
化
・
地
方
分
権
に
狙
い
が
置
か
れ
た
こ
と
、
ま
た
現
行
新
警
察
法
へ
の
改
正
論
議

に
お
い
て
も
警
察
に
対
す
る
民
主
的
な
管
理
と
能
率
的
運
営
の
達
成
、
地
方
分
権
と
国
の
関
与
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
垂
直
的
権
限

配
分
に
議
論
が
集
中
し
た
こ
と
か
ら
、
行
政
機
関
と
の
権
限
分
配
と
い
う
水
平
的
権
限
配
分
へ
の
視
点
が
不
十
分
で
あ
っ
た
、
つ
ま
り
内
務

省
の
解
体
・
脱
警
察
化
と
い
う
政
治
的
課
題
に
関
心
が
集
ま

（
（4
（

り
、
そ
の
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
シ
ュ
な
意
味
、
具
体
的
に
は
行
政
機
関
と
警
察
の
権

限
配
分
を
論
ず
る
視
点
が
（
宮
崎
を
例
外
と
し
て
）
欠
落
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
確
か
に
戦
後
の
警
察
改
革
は
、
こ
れ
ま
で

行
政
警
察
の
名
の
下
で
あ
ら
ゆ
る
国
民
生
活
に
干
渉
し
て
き
た
警
察
の
機
能
を
整
理
し
、
そ
の
責
務
を
限
定
す
る
こ
と
を
重
要
な
改
革
の
柱

と
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
警
察
の
任
務
範
囲
を
規
範
的
に
画
定
す
る
に
は
十
分
と
は
言
い
難
い
。
こ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う

に
実
際
我
が
国
で
は
、
警
察
の
責
務
を
限
定
し
て
も
な
お
必
然
的
に
生
じ
う
る
問
題
、
つ
ま
り
〝
危
険
防
御
の
任
務
に
関
し
行
政
機
関
と
警

察
と
で
管
轄
が
競
合
し
た
場
合
に
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
調
整
す
る
か
〟
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
法
律
上
ほ
と
ん
ど
規
律
さ
れ
て
い

な
（
（4
（

い
。

二　

む
ろ
ん
、
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
議
論
が
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
田
上
穣
治
は
、
他
の
国



論　　　説

北法65（5・200）1326

家
機
関
の
任
務
で
あ
る
も
の
は
す
べ
て
も
は
や
警
察
の
任
務
で
は
な
い
、
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
定
の
解
決
策
を
提
示
し
て
い
る
。
田
上

に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
〝
警
察
の
補
充
性
の
原
則
〟
に
よ
れ
ば
、
法
律
に
よ
っ
て
警
察
と
は
異
な
る
国
家
機
関
の
権
限
に
配
属
さ
れ
た
事
項

は
す
べ
て
、
警
察
の
管
轄
領
域
か
ら
排
除
さ
れ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
民
事
秩
序
や
刑
事
法
秩
序
の
維
持
は
裁
判
所
の
管
轄
領
域
で
あ
り
、

ゆ
え
に
警
察
の
責
務
か
ら
除
か
れ

（
（4
（

る
。
も
っ
と
も
田
上
は
こ
れ
を
警
察
の
目
的
、
つ
ま
り
〝
公
共
の
安
全
〟
と
い
う
任
務
の
観
点
か
ら
説
明

し
て
い
る
た
め
議
論
が
管
轄
衝
突
の
問
題
か
ら
ず
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
公
共
の
安
全
の
維
持
の
任
務
が
警
察
以
外
の
機
関

に
も
法
律
上
属
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
機
関
は
、
私
権
や
国
家
刑
罰
権
の
実
現
を
担
う

裁
判
所
の
み
で
あ
り
、
行
政
機
関
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

（
（4
（

る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
警
察
の
任
務
に
つ
い
て
一
定
の

限
界
を
画
そ
う
と
す
る
試
み
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　

こ
れ
に
対
し
警
察
実
務
家
で
あ
る
松
井
真
理
は
、
警
察
の
補
充
性
の
原
理
の
主
張
者
は
法
律
解
釈
の
議
論
と
政
策
論
議
を
混
同
し
て
い
る

と
こ
れ
を
批
判
し
て
い
る
。
松
井
に
よ
れ
ば
、
複
数
の
行
政
機
関
が
同
じ
よ
う
な
行
政
客
体
に
対
し
同
じ
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
場
合

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
機
関
ご
と
に
実
現
し
よ
う
と
す
る
行
政
目
的
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
行
政
組
織
法
上
は
問
題
な
い
と
い

う
。
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
の
任
務
が
既
に
他
の
行
政
機
関
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
警
察
が
こ
れ
に
関
わ
る
と
、

確
か
に
そ
れ
は
行
政
効
率
と
い
う
観
点
か
ら
政
策
的
に
不
適
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
決
し
て
違
法
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
（
（4
（

う
。
ま
た
同
じ
く
警
察
実
務
家
で
あ
る
田
村
正
博
も
、「（
警
察
と
他
の
機
関
の
間
で
）
任
務
の
レ
ベ
ル
で
重
複
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

が
排
他
的
な
関
係
に
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。「
他
の
機
関
が
個
人
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
の
保
護
と
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
一
部
を

任
務
と
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
警
察
の
責
務
の
対
象
外
と
さ
れ
、
警
察
の
責
任
が
解
除
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
」
く
、「
犯
罪
捜
査
に
お

け
る
特
別
司
法
警
察
職
員
制
度
の
よ
う
に
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
複
数
の
行
政
機
関
が
担
当
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」。
む

し
ろ
「
重
複
す
る
任
務
を
持
つ
機
関
等
と
の
間
で
は
、
相
互
に
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
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れ
て
い

（
（4
（

る
。」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
現
在
、
警
察
実
務
で
一
般
的
に
共
有
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三　

し
か
し
田
村
が
述
べ
る
よ
う
な
、
警
察
と
他
の
行
政
機
関
の
関
係
を
論
ず
る
場
合
、
も
う
少
し
慎
重
な
調
査
・
検
討
を
行
う
余
地
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
複
数
の
行
政
機
関
が
担
当
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
「
合
理
的
な
理
由
」
と
は
一
体
何
か
。
換
言
す
れ
ば
、

具
体
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
特
別
司
法
警
察
職
員
制
度
」
は
、
警
察
と
一
般
行
政
機
関
の
関
係
に
、
果
た
し
て
ま
た
ど
の
程
度
ま
で

一
般
化
で
き
る
か
（
他
の
機
関
が
捜
査
機
関
と
一
般
行
政
機
関
で
あ
る
こ
と
で
違
い
は
存
在
し
な
い
か
）。
第
二
に
、
警
察
と
他
の
行
政
機
関
と
の
間

で
排
他
的
な
関
係
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
協
力
関
係
の
在
り
様
に
全
く
ル
ー
ル
は
存
在
し
な
い
の
か
（
両
機
関
の
権
限
行
使
の
優
先
関
係
の

有
無
な
ど
）。
第
三
に
、「
相
互
に
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を
果
た
す
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
形
態
で
行
わ
れ
る
の

か
（
私
人
に
対
し
て
侵
害
的
行
為
を
伴
う
の
か
否
か
、事
実
上
の
協
力
か
法
的
効
果
を
伴
う
協
力
か
な
ど
）、ま
た
そ
こ
に
は
限
界
は
存
在
し
な
い
の
か
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
点
は
右
の
説
明
だ
け
で
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
検
討
す
る
が
、
少
な
く
と

も
右
説
明
で
は
「
警
察
の
責
任
」
と
い
う
名
で
警
察
の
広
い
活
動
領
域
（
守
備
範
囲
）
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
も
し
こ
の
よ

う
な
理
解
が
妥
当
す
る
と
し
た
場
合
、
他
の
行
政
機
関
が
明
確
に
所
掌
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
行
政
機
関

3

3

3

3

3

3

の
権
限
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
れ
が
警
察
の
責
務
か
ら
明
確
に
排
除
さ
れ
な
い
限
り
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
維
持
に
関

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

す
る
事
項
は
警
察
活
動
の
対
象
と
な
る
と
い
う
見
解

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

も
成
立
す
る
こ
と
に
な
ろ

（
（5
（

う
。
公
共
の
安
全
の
秩
序
の
維
持
を
図
る
た
め
に
警
察
と
他

の
行
政
機
関
が
協
力
す
る
こ
と
そ
の
も
の
に
異
論
は
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
警
察
法
二
条
が
厳
格
に
限
定
し
た
責
務
と
の

関
係
に
お
い
て
、
果
た
し
て
ま
た
ど
の
程
度
妥
当
す
る
だ
ろ
う
か
。
両
機
関
の
協
力
関
係
を
論
ず
る
前
に
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
協
力
関
係
の
在

り
様
が
現
行
警
察
法
秩
序
の
中
で
整
合
的
な
形
で
説
明
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、《
他

の
行
政
機
関
の
権
限
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
れ
が
警
察
の
責
務
か
ら
明
確
に
排
除
さ
れ
な
い
限
り
、
警
察
活
動
の
対
象

と
な
る
》
と
い
う
命
題
（
以
下
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
便
宜
的
に
「
警
察
任
務
一
般
条
項
論
」
と
呼
ぶ
）
が
、
我
が
国
の
警
察
法
秩
序
に
お
い
て
果
た
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し
て
ま
た
ど
の
程
度
妥
当
す
る
か
で
あ

（
（5
（

る
。
警
察
消
極
目
的
の
原
則
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
主
張
も
ま
た
、
こ
の
命
題
の
妥
当
性
を
問

う
と
い
う
形
で
別
に
論
じ
る
の
が
相
応
し
い
だ
ろ
う
。
警
察
の
責
務
か
ら
明
確
に
排
除
さ
れ
な
い
限
り
警
察
活
動
の
対
象
と
さ
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
警
察
は
「
他
の
行
政
作
用
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
警
察
作
用
」
と
さ
れ
る
行
政
警
察
の
定
義
を
通
じ
て
（
公
共
の
安
全
と
秩
序
に
維
持

に
直
接
的
に
関
連
し
な
い
）
他
の
行
政
作
用
に
も
関
与
可
能
と
い
う
議
論
が
生
ま
れ
る
か
ら
で
あ

（
（5
（

る
。

　

行
政
機
関
に
対
す
る
警
察
の
役
割
を
め
ぐ
る
こ
の
種
の
問
題
は
特
に
裁
判
の
対
象
に
な
る
こ
と
も
な
か
っ
た
た

（
（5
（

め
、
こ
れ
ま
で
人
々
の
関

心
を
集
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
「
所
論
警
察
権
の
分
配
に
関
す
る
諸
問
題
は
何
れ
も
何
等
か
の
意
味
で
我
が
国
の

警
察
制
度
の
民
主
化
、
更
に
広
い
意
味
で
は
行
政
機
構
の
民
主
化
と
密
接
な
関
連
を
有
す

（
（5
（

る
」
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
行
政
機
関
の
任
務
に
警

察
と
の
何
か
し
ら
の
関
わ
り
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
に
お
い
て
も
警
察
の
活
動
範
囲
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
警
察
法
そ
の
他
関

連
法
規
の
趣
旨
目
的
に
照
ら
し
そ
の
限
界
を
可
視
化
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
こ
れ
が
可
視
化
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
政

機
関
に
対
す
る
警
察
の
役
割
も
ま
た
よ
り
明
確
と
な
り
、
行
政
機
関
と
警
察
と
の
効
果
的
・
最
適
な
連
携
・
協
力
関
係
の
構
築
に
寄
与
す
る

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
近
時
、
警
察
実
務
の
中
か
ら
も
、
警
察
活
動
へ
の
期
待
の
高
ま
り
を
受
け
、
両
機
関
の
権
限
分
配
に
関
す
る

規
範
に
関
し
、「
領
土
専
管
的
・
排
他
的
・
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
一
種
の
相
互
乗
り
入
れ
的
な
業
務
運
営
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
規

定
振
り
な
い
し
解
釈
態
度
が
必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
、
両
機
関
の
連
携
に
係
る
規
範
の
在
り
様
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
見
解
が
示

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

（
（5
（

る
。
本
稿
の
問
題
意
識
と
も
共
通
し
て
、
大
変
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
。

四　

本
稿
は
以
上
述
べ
た
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
警
察
消
極
目
的
の
原
則
を
め
ぐ
る
従
来
の
問
題
を
《
他
の
行
政
機
関
の
権
限
で
あ

る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
そ
れ
が
警
察
の
責
務
か
ら
明
確
に
排
除
さ
れ
な
い
限
り
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
維
持
に
関
す
る
事
項
は

警
察
活
動
の
対
象
と
な
る
》
と
い
う
命
題
の
妥
当
性
の
問
題
と
し
て
新
た
に
位
置
づ
け
直
し
、
そ
の
当
否
を
検
証
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
行

政
機
関
に
対
す
る
警
察
の
役
割
並
び
に
そ
の
限
界
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
付
言
す
る
に
、
本
稿
は
警
察
の
役
割
な
い
し
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権
限
が
拡
大
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
の
当
否
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
警
察
の
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え

た
上
で
、
行
政
機
関
と
警
察
の
規
範
的
な
関
係
を
警
察
法
秩
序
の
中
に
適
切
に
位
置
づ
け
、
両
機
関
に
よ
る
見
通
し
の
良
い
権
限
行
使
の
在

り
様
を
探
る
こ
と
に
主
た
る
狙
い
が
あ

（
（5
（

る
。

　

以
下
検
討
を
始
め
る
に
あ
た
り
、本
稿
は
、我
が
国
の
警
察
法
秩
序
の
構
造
を
相
対
的
に
眺
め
る
た
め
の
い
わ
ば
〝
も
の
さ
し
〟
と
し
て
、

ド
イ
ツ
警
察
・
秩
序
法
の
任
務
配
分
原
理
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。
ド
イ
ツ
警
察
・
秩
序
法
は
、
我
が
国
と
同
様
の
脱
警
察
化
（
危
険
防

御
権
限
の
分
散
化
）を
経
験
し
つ
つ
も
、我
が
国
と
は
異
な
り
明
確
な
規
範
的
要
請
の
下
で
行
政
機
関
と
警
察
の
役
割
分
担
を
規
律
し
て
い
る
。

ゆ
え
に
、
こ
の
任
務
配
分
原
理
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
稿
が
設
定
し
た
課
題
解
決
の
糸
口
が
見
つ
か
り
、
ま
た
同
時
に
我
が
国
の
警

察
法
秩
序
の
規
律
構
造
の
特
徴
と
そ
の
問
題
点
も
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
か
ら
で
あ

（
（5
（

る
。
む
ろ
ん
ド
イ
ツ
と
我

が
国
と
の
間
で
は
、
連
邦
制
の
採
用
に
基
づ
く
統
治
構
造
の
違
い
を
は
じ
め
、
人
口
の
相
違
、
警
察
組
織
の
形
態
、
こ
れ
を
規
律
す
る
実
定

法
の
構
造
も
ま
た
同
じ
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
と
い
う
任
務
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
国
家
の
基

本
的
作
用
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、我
が
国
は
ド
イ
ツ
と
同
様
の
法
治
国
家
の
仕
組
み（
法
律
適
合
性
原
理
と
裁
判
所
に
よ
る
権
利
救
済
）を
採
用
し
、

戦
後
ド
イ
ツ
（
の
多
く
の
州
）
と
同
じ
く
英
米
的
な
警
察
制
度
の
影
響
を
一
部
受
け
な
が
ら
警
察
法
制
度
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
の
点

に
お
い
て
、
多
く
の
共
通
点
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
は
、
ド
イ
ツ
警
察
・
秩
序
法
の
任
務
配
分
原
理
を
手

掛
か
り
と
し
て
、
本
稿
の
課
題
に
迫
っ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

五　

な
お
検
討
に
入
る
前
に
論
点
が
拡
散
し
な
い
よ
う
、ま
た
議
論
が
混
乱
し
な
い
よ
う
、い
く
つ
か
の
重
要
な
前
提
を
付
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、本
稿
が
対
象
と
す
る
の
は
警
察
法
二
条
が
規
定
す
る
警
察
、す
な
わ
ち
執
行
機
関
と
し
て
の
（
都
道
府
県
）
警
察
で
あ
り
、（
国
家
）

公
安
委
員
会
や
警
察
庁
、
警
察
署
長
な
ど
行
政
官
庁
と
し
て
の
警
察
行
政
機
関
は
含
ま
な
い
。
む
ろ
ん
本
稿
冒
頭
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
国

家
公
安
委
員
会
が
管
理
す
る
と
こ
ろ
の
警
察
庁
の
所
掌
事
務
が
警
察
庁
長
官
に
よ
る
指
揮
監
督（
警
察
法
一
六
条
二
項
）を
通
じ
て（
都
道
府
県
）
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警
察
に
及
び
う
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
公
安
委
員
会
な
い
し
警
察
庁
と
執
行
警
察
の
権
限
関
係
や
実
際
の
運
用
、
そ
し
て
何
よ
り
も
「
個

人
の
権
利
と
自
由
を
保
護
し
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る
」
警
察
行
政
機
関
の
任
務
・
所
掌
範
囲
の
輪
廓
に
つ
い
て
慎
重
な
考
察
が

必
要
で
あ

（
（5
（

る
。
し
か
し
、
本
稿
は
差
し
当
た
り
警
察
の
他
の
行
政
機
関
の
任
務
へ
の
関
与
の
在
り
様
に
関
心
を
持
つ
も
の
で
あ
る
た
め
、
行

政
官
庁
と
し
て
の
警
察
行
政
機
関
に
つ
い
て
は
取
り
あ
え
ず
考
察
の
対
象
か
ら
除
く
。
第
二
に
、
行
政
機
関
の
任
務
遂
行
に
お
い
て
警
察
と

の
連
携
・
協
力
が
問
題
と
な
る
の
は
、
大
き
く
、
⑴
秩
序
違
反
訴
追
（
行
政
刑
罰
）
時
に
お
け
る
警
察
と
の
連
携
・
協
力
の
局
面
と
、
⑵
危

険
防
御
任
務
に
お
け
る
警
察
の
連
携
・
協
力
の
局
面
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、
本
稿
は
専
ら
後
者
の
局
面
を
取
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

確
か
に
捜
査
活
動
も
犯
罪
予
防
と
い
う
点
で
危
険
防
御
に
資
す
る
た
め
両
者
は
密
接
な
関
連
に
あ
る
が
、
犯
罪
捜
査
は
既
に
発
生
し
た
犯
罪

行
為
に
対
す
る
国
家
刑
罰
権
行
使
の
準
備
行
為
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
ま
た
そ
の
具
体
的
手
続
が
刑
事
訴
訟
法
に
よ
っ
て
詳
細
に
規
律
さ

れ
る
な
ど
両
者
に
は
な
お
大
き
な
違
い
が
存
在
す

（
（5
（

る
。
ゆ
え
に
本
稿
で
は
、
互
い
の
任
務
特
性
を
平
準
化
さ
せ
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て

も
、
前
者
の
局
面
は
検
討
対
象
か
ら
除
く
こ
と
と
し
た
い
。
警
察
と
海
上
保
安
庁
・
特
別
司
法
警
察
職
員
等
と
の
協
力
関
係
に
つ
い
て
も
、

そ
の
多
く
は
捜
査
権
の
行
使
に
絡
み
刑
事
訴
訟
手
続
に
服
す
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
本
稿
対
象
か
ら
除

（
（6
（

く
。
第
三
に
、
行
政
機
関
に
対
す
る

警
察
の
役
割
を
考
察
す
る
際
、
原
則
と
し
て
警
察
の
権
限
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
い
な
い
、
行
政
機
関
が
所
管
す
る
法
律
で
規
定
さ
れ
た

任
（
（6
（

務
に
対
す
る
警
察
の
関
与
を
対
象
と
す
る
。
現
行
法
を
眺
め
る
と
、
警
察
の
個
別
的
権
限
を
定
め
る
法
律
と
し
て
は
警
職
法
以
外
に
、
⑴

警
察
責
務
を
特
定
の
領
域
に
お
い
て
具
体
化
し
た
、
警
察
庁
が
所
管
す
る
法
律
（
質
屋
営
業
法
、
風
俗
営
業
等
取
締
法
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締

法
な
ど
）
の
ほ
か
、⑵
警
察
庁
所
管
の
法
律
で
は
な
い
が
警
察
と
極
め
て
類
似
し
た
性
格
と
権
限
を
有
す
る
執
行
機
関
（
収
税
官
吏
・
消
防
職
員
、

少
年
保
護
職
員
）
の
権
限
行
使
に
お
い
て
、
警
察
に
も
一
定
の
権
限
行
使
を
認
め
た
法
律
が
存
在
す
る
が
（
消
防
法
二
八
条
、
国
税
犯
則
取
締
法

五
条
、
少
年
法
一
六
条
、
国
税
徴
収
法
一
四
四

（
（6
（

条
等
）、
し
か
し
こ
れ
ら
の
法
律
は
既
に
内
容
上
警
察
責
務
に
関
連
す
る
か
、
あ
る
い
は
執
行
機

関
と
し
て
の
警
察
の
権
限
と
性
質
上
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
本
稿
の
直
接
の
考
察
対
象
と
し
な
い
。
も
っ
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と
も
と
り
わ
け
⑵
の
、
既
に
個
別
法
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
警
察
の
権
限
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
に
対
す
る
警
察
の
役
割
を
考
察

す
る
上
で
重
要
な
視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、本
稿
で
も
間
接
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
本
稿
は
、

警
察
の
権
限
に
関
す
る
規
定
を
何
ら
設
け
て
い
な
い
、
行
政
機
関
が
所
管
す
る
法
律
で
定
め
ら
れ
た
任
務
の
実
施
に
お
い
て
、
警
察
は
果
た

し
て
ま
た
ど
の
程
度
関
与
し
う
る
か
を
主
た
る
テ
ー
マ
と
し
て
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
前
提
の
下
、
ま
ず
次
節
で
は
、
ド
イ
ツ
警
察
・
秩
序
法
の
任
務
配
分
原
理
、
具
体
的
に
は
脱
警
察
化
の
法
的
含
意
並
び
に
、
警
察

と
行
政
機
関
の
役
割
分
担
を
規
律
す
る
法
原
理
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
分
析
視
角
を
獲
得
す
る
。
続
い
て
第
三
節
で
は
こ
の
分
析
視
角

に
基
づ
き
、
我
が
国
の
警
察
法
秩
序
に
お
け
る
警
察
任
務
一
般
条
項
論
の
妥
当
性
を
、
学
説
並
び
に
個
別
の
実
定
法
を
通
じ
て
検
証
す
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
こ
れ
ら
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
我
が
国
の
警
察
法
秩
序
の
規
範
構
造
の
特
徴
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
総
括
す
る
こ
と

と
し
た
い
。

（
41
）
宮
崎
清
文
「
警
察
権
の
分
配
─
現
行
法
に
お
け
る
一
般
警
察
機
関
と
特
別
警
察
機
関
の
関
係
─
」 

中
原
英
典
ほ
か
編
『
警
察
学
の
諸
問
題
』（
立

花
書
房
・
一
九
五
〇
）
一
四
四
頁
以
下
。

（
42
）
宮
崎
・
前
掲
一
四
六
頁
。
こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
清
文
『
警
察
官
の
た
め
の
行
政
法
講
義
（
四
訂
版
）』（
立
花
書
房
・
一
九
五
九
）

二
一
七
頁
以
下
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
43
）
戦
前
・
戦
後
の
ド
イ
ツ
警
察
法
の
変
遷
を
丹
念
に
追
っ
た
土
屋
正
三
氏
（
元
警
察
大
学
校
教
授
）
も
ま
た
こ
の
問
題
を
「
将
来
に
お
け
る
わ

が
警
察
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、考
究
に
値
す
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
土
屋
正
三
「
広
義
の
警
察
と
狭
義
の
警
察
」

警
察
研
究
二
八
巻
四
号
（
一
九
五
七
）
二
四
頁
）。
し
か
し
須
藤
陽
子
「
即
時
強
制
の
系
譜
」
立
命
館
法
学
三
一
四
号
（
二
〇
〇
七
）
一
〇
〇
三

頁
（
同
『
即
時
強
制
と
行
政
調
査
』（
法
律
文
化
社
・
二
〇
一
四
）
一
九
六
頁
）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
両
者
（
警
察
組
織
と
一
般
行
政
組
織

─
筆
者
註
）
の
関
係
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
議
論
は
現
代
に
お
い
て
も
な
お
十
分
で
は
な
い
」。



論　　　説

北法65（5・206）1332

（
44
）
戦
後
警
察
改
革
史
に
つ
い
て
は
、差
し
当
た
り
、自
治
大
学
校
監
修
『
戦
後
自
治
史
第
五
巻
（
警
察
お
よ
び
消
防
制
度
の
改
革
）』（
文
生
書
院
・

一
九
七
七
）
七
頁
以
下
、
警
察
庁
警
察
史
編
纂
委
員
会
編
『
戦
後
警
察
史
』（
警
察
協
会
・
一
九
七
七
）
五
三
頁
以
下
、
古
川
純
「
警
察
改
革
」

法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
現
代
の
警
察
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
八
〇
）
一
九
二
頁
以
下
等
、
参
照
。

（
45
）
須
藤
・
前
掲
一
〇
〇
二
頁
は
、「
強
大
過
ぎ
た
警
察
権
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
時
代
の
趨
勢
に
あ
っ
て
は
、
積
極
的
に
警
察
の
関
与
を
い
う
こ

と
は
難
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
」
と
評
し
て
い
る
。

（
46
）
田
上
穣
治
『
新
版
警
察
法
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
三
）
三
二
頁
。

（
47
）
言
い
換
え
る
と
、田
上
は
国
家
に
お
け
る

3

3

3

3

管
轄
（Zuständigkeit

）
で
は
な
く
、国
家
の3

権
限
（K

om
petenz

）
を
論
じ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
48
）
以
上
、
松
井
真
理
「
警
察
法
二
条
一
項
の
意
味
」
警
察
公
論
三
八
巻
二
号
（
一
九
八
三
）
九
二
頁
。

（
49
）
以
上
、
田
村
正
博
『
全
訂
警
察
行
政
法
解
説
』（
東
京
法
令
・
二
〇
一
一
）
三
六
頁
。

（
50
）
田
村
正
博
「
警
察
活
動
上
の
『
限
界
』（
中
）」
警
察
学
論
集
四
一
巻
七
号
（
一
九
八
八
）
七
〇
頁
。

（
51
）
園
部
敏
『
行
政
法
論
』（
法
律
文
化
社
・
一
九
五
七
）
二
六
三
頁
は
、
戦
前
の
警
察

3

3

3

3

3

は
「
他
の
機
関
の
権
限
に
属
し
な
い
限
り
行
政
活
動
は
警

察
機
関
に
よ
っ
て
な
す
べ
き
も
の
と
説
か
れ
た
」
と
す
る
。

（
52
）
事
実
、（
都
道
府
県
）
警
察
が
生
活
保
護
な
ど
の
福
祉
的
活
動
に
関
わ
る
こ
と
は
組
織
形
態
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
人
員
の
観
点
か
ら
見
て

も
実
際
上
困
難
で
あ
り
、
警
察
消
極
目
的
の
原
則
を
支
持
す
る
論
者
も
こ
の
よ
う
な
可
能
性
に
ま
で
警
戒
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
む

し
ろ
警
察
の
責
務
（
も
ち
ろ
ん
、
論
者
に
よ
っ
て
そ
の
範
囲
に
見
解
の
相
違
が
あ
る
が
）
の
枠
組
み
の
中
で
、〝
予
防
〟
を
名
目
と
し
て
警
察
の

活
動
範
囲
が
新
た
な
法
律
の
制
定
を
通
じ
て
、あ
る
い
は
他
の
行
政
機
関
の
所
掌
事
務
を
通
じ
て
拡
大
す
る
こ
と
に
警
戒
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
53
）
し
か
し
組
織
法
違
反
（
管
轄
外
の
権
限
行
使
）
が
、
権
限
行
使
の
当
・
不
当
に
止
ま
ら
ず
、
適
法
・
違
法
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
当
然
あ
り
う
る
。
ド
イ
ツ
警
察
法
に
お
い
て
こ
の
問
題
を
追
求
す
る
も
の
と
し
て
、H

uber, D
ie U

naufschiebbarkeit－
Rechtm

äßigkeitsvoraussetzung polizeilicher M
aßnahm

en, BayV
Bl. 1989, S. 5ff.

（
54
）
宮
崎
清
文
「
警
察
権
の
分
配
─
現
行
法
に
お
け
る
一
般
警
察
機
関
と
特
別
警
察
機
関
の
関
係
─
」
中
原
英
典
ほ
か
編
『
警
察
学
の
諸
問
題
』（
立

花
書
房
・
一
九
五
〇
）
一
四
六
頁
。

（
55
）
萩
野
徹
「
新
し
い
『
警
察
法
学
』
の
構
想
」
関
根
謙
一
ほ
か
編
『
講
座
警
察
法
第
一
巻
』（
立
花
書
房
・
二
〇
一
四
）
四
二
頁
。

（
56
）
そ
し
て
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
本
稿
は
、
警
察
任
務
一
般
条
項
論
の
否
定
で
は
な
く
、
一
定
の
〝
合
理
的
再
構
成
〟
が
施
さ
れ
る
必
要
が
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あ
る
こ
と
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
57
）Schneider, Polizei und Gefahrenabw

ehr in Japan, 2001, S. 118. 

は
、
日
独
警
察
法
に
お
い
て
多
く
の
共
通
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
つ
つ
も
、
日
本
の
法
令
に
は
、
警
察
と
他
の
行
政
機
関
の
任
務
の
競
合
を
調
整
す
る
規
定
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
特
に
注
目
し
て
い
る
。

（
58
）
こ
れ
ら
の
問
題
を
精
緻
に
分
析
す
る
も
の
と
し
て
、
島
根
悟
「
現
行
警
察
制
度
の
基
本
構
造
に
関
す
る
一
整
理
」
関
根
謙
一
ほ
か
編
『
講
座

警
察
法
第
一
巻
』（
立
花
書
房
・
二
〇
一
四
）
二
三
七
頁
以
下
。

（
59
）
但
し
こ
の
こ
と
は
、
両
者
に
異
な
る
法
原
理
が
妥
当
す
る
こ
と
を
直
ち
に
は
意
味
し
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
具
体
的
権
限
が
機
能
的
に
等

価
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
両
任
務
に
共
通
の
法
（
適
正
手
続
や
比
例
原
則
な
ど
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
参
照
、
櫻

井
敬
子
「
犯
罪
予
防
と
行
政
法
」
渥
美
東
洋
編
『
犯
罪
予
防
の
法
理
』（
成
文
堂
・
二
〇
〇
八
）
九
二
頁
以
下
。

（
60
）
こ
の
問
題
に
関
す
る
分
析
は
、
既
に
宮
崎
・
前
掲
一
五
五
頁
以
下
が
行
っ
て
い
る
。

（
61
）
従
っ
て
、
当
初
か
ら
警
察
庁
が
所
管
し
て
い
る
法
律
（
道
路
交
通
法
、
売
春
防
止
法
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
ほ
か
、
風
俗
営
業
法
、

古
物
営
業
法
、
質
屋
営
業
法
と
い
っ
た
営
業
取
締
法
令
）
の
実
施
に
係
る
警
察
の
活
動
に
つ
い
て
は
対
象
外
で
あ
る
。
現
在
の
警
察
庁
の
所
管

法
令
は
、
警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

（
62
）
国
会
の
各
議
院
や
裁
判
所
に
お
け
る
秩
序
維
持
活
動
を
定
め
た
法
律
（
国
会
法
一
一
五
条
、
裁
判
所
法
七
一
条
の
二
、
法
廷
等
の
秩
序
維
持

に
関
す
る
法
律
三
条
二
項
な
ど
）
も
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
含
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
れ
が
警
察
の
責
務
内
と
さ
れ
る
か
責
務

外
と
さ
れ
る
か
は
議
論
が
あ
る
。
責
務
外
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
宍
戸
基
男
ほ
か
編
『
新
版
警
察
官
権
限
法
注
解
上
巻
』（
立
花
書
房
・

一
九
七
七
）
二
七
頁
。

第
二
節　

ド
イ
ツ
警
察
・
秩
序
法
の
任
務
配
分
原
理
─
分
析
視
角

第
一
項　

脱
警
察
化
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第
一　
「
警
察
行
政
庁
」
─
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
一
四
条

一　

人
の
知
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
各
州
が
定
め
る
警
察
法
の
多
く
は
一
九
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
（
以
下
、

PrPV
G

と
略
）を
模
範
と
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
警
察
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
警
察
一
般
条
項
の
雛
型
と
さ
れ
たPrPV

G

一
四
条
一
項
は「
警

察
行
政
庁
は
、
現
行
法
の
枠
内
に
お
い
て
、
公
共
の
安
全
あ
る
い
は
秩
序
を
脅
か
す
危
険
を
公
衆
あ
る
い
は
個
人
か
ら
防
御
す
る
た
め
に
、

義
務
に
適
合
的
な
裁
量
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
た
が
、
同
条
項
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
警
察

行
政
庁
」
と
は
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
の
維
持
（
危
険
防
御
）
を
担
う
行
政
機
関
一
般
（
通
常
警
察
行
政
庁
と
特
別
警
察
行
政
庁
）
を
指
す
も
の

で
あ
っ

（
（6
（

た
。
こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
本
条
文
の
起
草
段
階
に
お
い
て
既
に
、PrPV

G

一
四
条
一
項
に
基
づ
く
警
察
行
政
庁
の
任
務

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

に
は
福
祉
増
進
任
務
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
ク
ロ
イ
ツ
ベ
ル
ク
判
決
か
ら
続
く
判
例
法
理
か
ら
し
て
当
然
と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
明

文
を
以
て
こ
れ
を
確
認
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ

（
（6
（

る
。
従
っ
て
、
我
が
国
で
言
う
と
こ
ろ
の
警
察
消
極
目
的

の
原
則
は
、
ド
イ
ツ
で
は
少
な
く
と
も
一
般
条
項
の
レ
ベ
ル
で
は
既
に
決
着
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。

二　

し
か
し
こ
の
警
察
行
政
庁
は
、PrPV

G

一
四
条
二
項
の
規
定

3

3

3

3

3

3

3

3

（3

個
別
法
で
委
託
さ
れ
る
任
務
）

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

に
基
づ
き

3

3

3

3

、
健
康
・
衛
生
・
営
業
・
建
築
・

農
業
・
狩
猟
・
山
林
・
漁
業
な
ど
広
範
囲
の
任
務
も
担
い
、
執
行
警
察
（V

ollzugspolizei

）
と
行
政
警
察
（V

erw
altungspolizei

）
の
組
織
を

一
体
と
し
て
包
含
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
制
服
を
着
用
し
た
執
行
官
吏
と
官
庁
内
部
の
官
吏
と
の
間
に
は
明
確
な
区
別
が
な
く
、
警
察
行
政

庁
が
発
し
た
警
察
処
分
は
、
代
執
行
（Ersatzvornahm

e

）
や
直
接
強
制
（unm

ittelbarer Zw
ang

）
な
ど
強
制
手
段
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合

に
お
い
て
執
行
警
察
に
よ
っ
て
執
行
さ
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い

（
（6
（

た
。
つ
ま
り
執
行
警
察
は
、組
織
内
部
的
に
警
察
行
政
庁
の
一
部
門
と
し
て
、

警
察
行
政
庁
の
「
目
や
耳
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
腕
と
し
て
」
活
動
し
た
の
で
あ

（
（6
（

る
。
さ
ら
に
警
察
行
政
庁
が
有
し
た
権
限
は
以
上
に
止
ま

ら
な
い
。
立
法
作
用
と
し
て
の
警
察
命
令
権
の
ほ
か
、
刑
事
処
分
と
い
っ
た
司
法
的
権
限
も
ま
た
有
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
広
範
に
及
ぶ
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任
務
と
〝
公
共
の
秩
序
〟
概
念
の
拡
張
解
釈
と
と
も
に
そ
の
極
限
ま
で
行
き
着
い
た
先
が
、
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
る
警
察
の
政
治
警
察
化
、
秘
密

警
察
化
、
そ
し
て
軍
事
化
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

（
（6
（

る
。
戦
後
ド
イ
ツ
の
警
察
法
は
、
こ
の
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
る
警
察
組
織
体
制
の

解
体
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二　

脱
警
察
化
の
法
的
含
意

一　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
警
察
行
政
庁
に
属
し
て
い
た
任
務
は
、
戦
勝
国
に
よ
る
占
領
の
下
、
州
毎
に
様
々
な
形
で
廃
止
も
し
く
複
数
の

行
政
機
関
に
移
譲
さ
れ
た
。
占
領
国
は
既
存
の
ド
イ
ツ
警
察
制
度
を
、
非
ナ
チ
化
、
非
軍
事
化
、
分
権
化
並
び
に
民
主
化
の
方
針
の
下
で
解

体
す
る
こ
と
で
一
致
し
、
警
察
組
織
は
そ
れ
ぞ
れ
の
占
領
国
の
警
察
モ
デ
ル
に
沿
っ
て
新
た
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

（
（6
（

た
。
中
で
も
注
目

さ
れ
る
の
は
、
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
警
察
制
度
を
徹
底
し
て
変
革
す
る
こ
と
を
志
向
し
た
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
警
察
改
革
で

あ
（
（6
（

る
。

二　

イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
の
両
国
は
、
警
察
は
国
家
の
保
護
よ
り
も
市
民
の
保
護
に
寄
与
す
べ
き
と
す
る
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
流
の
自

己
防
衛
の
思
想
に
従
い
、
立
法
作
用
で
あ
る
警
察
命
令
権
や
司
法
作
用
で
あ
る
刑
事
処
分
権
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
警
察
の
地
方
分
権
化

を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
を
改
革
方
針
と
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

（
（7
（

る
。
イ
ギ
リ
ス
の
占
領
地
域
で
実
施
さ
れ
た
〝
イ
ギ
リ
ス
占
領
地
域
に
お
け
る
ド

イ
ツ
警
察
シ
ス
テ
ム
の
再
建
に
関
す
る
指
令
〟（
一
九
四
五
年
九
月
二
五
日
）
に
よ
れ
ば
、
警
察
と
関
連
の
な
い
す
べ
て
の
活
動
を
排
除
し
、

こ
れ
を
徐
々
に
他
の
行
政
庁
に
移
譲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
警
察
の
責
任
と
任
務
を
そ
の
本
来
の
領
域
に
制
限
し
、
警
察
か
ら
あ
ら
ゆ
る
司

法
的
並
び
に
立
法
的
権
力
を
撤
廃
し
、
行
政
警
察
を
特
別
な
組
織
と
し
て
新
た
に
確
立
す
る
こ
と
が
改
革
の
主
要
目
的
と
さ
れ
た
。
警
察
の

概
念
は
、「
他
の
行
政
庁
と
は
無
関
係
に
自
ら
の
任
務
を
遂
行
す
る
独
自
の
非
軍
事
的
組
織
」
と
し
て
定
義
さ
れ
、「
生
命
並
び
に
財
産
の
保
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護
、
法
律
と
秩
序
の
維
持
、
犯
罪
の
防
止
と
解
明
、
犯
罪
者
の
裁
判
所
へ
の
送
致
」
と
必
然
的
に
結
び
つ
か
な
い
目
的
の
遂
行
の
た
め
に
は

「
警
察
と
い
う
用
語
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
の
で
あ

（
（7
（

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
か
つ
て
警
察
行
政
庁
に
属
し
て
い
た
〝
公
共
の
安
全
・

秩
序
の
維
持
あ
る
い
は
犯
罪
行
為
の
予
防
と
い
っ
た
任
務
と
直
接
関
連
の
な
い
任
務

3

3

3

3

3

3

3

3

3

〟（
い
わ
ゆ
る
行
政
警
察
）
が
警
察
の
活
動
領
域
か
ら
取

り
除
か
れ
、
新
た
に
〝
秩
序
行
政
（O

rdnungsverw
altun

（
（7
（g

）〟
と
し
て
一
般
行
政
機
構
に
編
入
も
し
く
は
新
た
に
組
織
さ
れ
る
一

（
（7
（

方
、
警
察

は
制
服
を
着
用
し
た
保
安
警
察
と
し
て
、
目
前
の
危
険
の
除
去
を
目
的
と
す
る
緊
急
的
な
権
限
（
猶
予
不
可
能
な
措
置
（unaufschiebbare 

M
aßnahm

e

））を
行
使
す
る
機
関
へ
と
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

（
（7
（

た
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、危
険
防
御
任
務
は
第
一
に
秩
序
行
政
庁
が
担
い
、

警
察
は
た
だ
〝
緊
急
時
に
お
け
る
危
険
防
御
、
犯
罪
行
為
並
び
に
秩
序
違
反
の
訴
追
の
際
の
検
察
官
と
の
協
働
、
執
行
援
助
並
び
に
そ
の
他

法
律
で
規
定
さ
れ
た
任
務
〟
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
確
立
で
あ
り
、
危
険
防
御
は
、
法
律
が
明
示
的
に
警
察
に
そ
の
任
務
を
割

り
当
て
て
い
な
い
限
り
秩
序
行
政
庁
が
権
限
を
有
す
る
と
い
う
〝
秩
序
行
政
庁
の
権
限
の
推
定
〟、〝
警
察
任
務
の
列
記
主
義
〟
が
妥
当
す
る

こ
と
を
意
味
し

（
（7
（

た
。
こ
の
種
の
改
革
は
、
危
険
防
御
の
任
務
の
担
い
手
を
警
察
と
秩
序
行
政
庁
に
組
織
的
に
分
離
さ
せ
る
点
に
特
徴
が
あ
る

た
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
成
立
し
た
組
織
形
態
は
一
般
に
分
離
シ
ス
テ
ム
と
言
わ
れ
て
い

（
（7
（

る
。

三
（
一
）
と
こ
ろ
で
、
警
察
と
秩
序
行
政
庁
を
組
織
的
に
分
離
さ
せ
る
こ
の
警
察
改
革
は
、
権
力
の
相
互
抑
制
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
で
警

察
に
よ
る
権
限
乱
用
を
阻
止
す
る
目
的
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ

（
（7
（

た
。
こ
の
よ
う
な
効
果
を
指
し
て
、
分
離
シ
ス
テ
ム
は
し
ば
し
ば
〝
脱
警

察
化
〟
の
成
果
と
評
さ
れ
た
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
な
改
革
に
ド
イ
ツ
側
か
ら
全
く
批
判
が
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

（
（7
（

い
。

　

一
つ
は
、
警
察
権
力
の
乱
用
を
警
察
組
織
の
分
離
に
よ
っ
て
阻
止
し
よ
う
と
す
る
考
え
は
今
日
で
は
も
は
や
根
拠
が
な
い
と
す
る
批
判
で

あ
る
。
か
つ
て
警
察
概
念
は
、「
国
家
が
尊
重
す
る
自
由
の
範
囲
は
、
警
察
権
力
の
範
囲
か
ら
読
み
取
ら
れ

（
（7
（

る
」
と
い
う
法
治
国
家
保
障
機

能
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
基
本
法
制
定
以
来
、
す
べ
て
の
国
家
権
力
が
法
と
法
律
に
拘
束
さ
れ
、
基
本
権
へ
の
介
入
に
は
常
に
議

会
に
よ
る
詳
細
な
法
律
の
根
拠
が
必
要
と
さ
れ
る
と
、
も
は
や
警
察
の
活
動
範
囲
を
限
定
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
に
法
治
国
家
的
意
味
を
見
出



脱警察化と行政機関に対する警察の役割（１）

北法65（5・211）1337

す
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
そ
も
そ
も
秩
序
行
政
庁
を
新
た
に
設
け
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
単
に
言
葉
の
使
用
方
法
に
か
か
わ
る
形
式
的
な

問
題
で
あ
る
に
過
ぎ
ず
、
例
え
ば
〝
建
築
警
察
（Baupolizei

）〟
を
〝
建
築
監
督
（Bauaufsicht

）〟
に
言
い
換
え
た
と
こ
ろ
で
公
共
の
安
全

と
秩
序
の
維
持
の
た
め
の
（
実
質
的
意
味
に
お
け
る
）

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

警
察
上
の

3

3

3

3

権
限
に
何
ら
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は
な

（
（8
（

い
。
む
し
ろ
秩
序
行
政
庁
に
対
し

て
警
察
と
い
う
呼
び
名
を
用
い
な
い
こ
と
は
、
従
来
、
警
察
に
対
し
て
適
用
さ
れ
て
き
た
法
原
則
、
就
中
、
比
例
原
則
が
秩
序
行
政
庁
に
も

適
用
さ
れ
る
こ
と
を
覆
い
隠
す
、
と
い
う
わ
け
で
あ

（
（8
（

る
。
ま
た
第
二
に
─
特
に
こ
ち
ら
が
実
際
上
重
要
な
批
判
で
あ
っ
た
が
─
、
危
険
防
御

を
担
う
機
関
が
警
察
と
秩
序
行
政
庁
の
二
つ
に
分
離
さ
れ
る
と
、
危
険
防
御
の
任
務
の
履
行
責
任
を
互
い
に
転
嫁
し
合
う
な
ど
両
者
の
間
に

常
に
権
限
争
議
が
発
生
し
、
法
的
安
定
性
を
損
な
う
と
い
う
批
判
で
あ

（
（8
（

る
。
と
り
わ
け
新
た
に
創
設
さ
れ
た
秩
序
行
政
庁
に
対
し
て
は
、
ど

の
よ
う
な
法
律
が
適
用
さ
れ
る
の
か
な
お
曖
昧
で
あ
り
、警
察
組
織
改
革
は
か
つ
て
の
秩
序
立
っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
の
仕
組
み
を
破
壊
し
、

秩
序
行
政
庁
に
よ
る
処
分
が
執
行
警
察
に
よ
っ
て
確
実
に
履
行
さ
れ
な
い
な
ど
、（
占
領
当
局
の
意
図
と
は
逆
に
）
法
的
不
安
定
性
を
助
長
す

る
お
そ
れ
が
あ

（
（8
（

る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

（
二
）
し
か
し
他
方
で
こ
れ
ら
の
批
判
は
、
必
ず
し
も
多
く
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
第
一
の
批
判
に
対
し
て
は
、
脱

警
察
化
の
象
徴
的
意
義
が
強
調
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
警
察
と
秩
序
行
政
庁
の
概
念
的
な
い
し
組
織
的
な
分
離
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
の
警
察
が

有
し
た
〝
無
限
の
権
限
〟
が
再
び
想
起
さ
れ
る
の
を
阻
止
し
、
ナ
チ
ズ
ム
の
時
代
と
の
明
確
な
決
別
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
強
調

さ
れ

（
（8
（

た
。
ま
た
、プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
の
伝
統
的
な
シ
ス
テ
ム
で
は
組
織
内
部
で
は

3

3

3

3

行
政
警
察
と
執
行
警
察
と
に
分
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

外
部

3

3

、
つ
ま
り
市
民
の
目
か
ら
は
い
つ
も
〝
警
察
〟
が
活
動
し
て
い
る
と
映
る
が
、
分
離
シ
ス
テ
ム
で
は
市
民
は
自
分
が
誰
と
向
き
合
っ
て

い
る
の
か
を
明
確
に
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
市
民
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と

さ
れ

（
（8
（

た
。
さ
ら
に
、
分
離
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
は
、
警
察
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
比
例
原
則
が
秩
序
行
政
庁
に
も
等
し
く
適
用
さ
れ
る
こ
と

を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
、
と
も
主
張
さ
れ
た
。
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も
っ
と
も
第
二
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
一
部
、
正
当
な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
確
か
に
新
た
に
創
出
さ
れ
た
秩
序

行
政
庁
に
も
、
か
つ
て
のPrPV

G

が
そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
の
か
疑
問
が
呈
さ
れ
て
お
り
、
秩
序
行
政
庁
の
権
限
行
使
に
か
か
る
法
的
根

拠
が
な
お
不
明
確
な
ま
ま
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
一
部
の
学
説
で
は
、
警
察
組
織
が
占
領
当
局
に
よ
っ
て
根
本
的
に
変
更

せ
し
め
ら
れ
た
以
上
、
警
察
並
び
に
秩
序
行
政
庁
の
活
動
に
は
、
新
た
な
法
律
上
の
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
解
が
主
張
さ
れ

（
（8
（

た
。
こ
の

よ
う
な
見
解
は
多
く
の
論
者
に
お
い
て
も
一
致
し
て
い
た
が
、
し
か
し
実
務
的
に
は
か
つ
て
のPrPV

G

が
広
く
解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
狭
く

解
釈
さ
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
の
み
が
論
じ
ら
れ
た
た
め
、
法
的
不
安
定
性
の
除
去
は
最
終
的
に
は
州
政
府
並
び
に
占
領
当
局
に
よ
る

政
治
決
定
を
待
つ
ほ
か
な
か
っ

（
（8
（

た
。
し
か
し
占
領
当
局
は
専
ら
組
織
的
な
問
題
、つ
ま
り
形
式
的
警
察
法
に
の
み
関
心
を
寄
せ
て
い
た
た
め
、

こ
の
種
の
警
察
実
体
法
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
特
に
具
体
的
な
手
当
を
講
じ
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
州
政
府
の
多
く
も
単
に
占
領
当
局
の
形

式
的
警
察
法
に
対
す
る
要
求
を
州
法
に
お
い
て
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
に
の
み
集
中
し
て
い
た
た
め
、
一
向
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
も
っ
と
も
、
一
部
の
州
で
は
、
こ
の
よ
う
な
法
的
不
安
定
性
を
解
消
す
べ
く
、
早
く
か
ら
秩
序
行
政
庁
の
活
動
を
支
え
る
法
的
根
拠
の

制
定
に
向
け
議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
こ
の
問
題
に
い
ち
早
く
取
り
組
み
改
善
を
試
み
た
の
は
、
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ

ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
で
あ
っ

（
（8
（

た
。
同
州
は
〝
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州
に
よ
る
警
察
の
引
き
継
ぎ
の
た
め
の
法
律
〟（
一

九
四
七
年
一
月
四
日
）
第
四
条
に
お
い
て
、「
警
察
の
機
関
は
、
以
前
の
行
政
警
察
の
任
務
の
枠
内
に
お
い
て
、
執
行
措
置
の
遂
行
を
求
め
る

行
政
庁
の
要
請
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
う
規
定
を
設
け
た
。
脱
警
察
化
に
よ
り
秩
序
行
政
庁
か
ら
執
行
警
察
が
失
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
以
上
、
警
察
の
援
助
な
し
で
は
秩
序
行
政
庁
に
よ
る
処
分
は
事
実
上
履
行
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
か
ね
な
い
。
同
規
定
は
秩
序

行
政
庁
の
活
動
に
実
体
法
上
の
根
拠
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
脱
警
察
化
に
よ
っ
て
必
然
的
に
発
生
す
る
〝
秩
序
行
政
庁
か
ら
の

執
行
機
構
の
喪
失
〟
と
い
う
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
さ
ら
に
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ
＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
州

政
府
は
、
秩
序
行
政
庁
の
実
体
法
上
の
法
的
根
拠
を
整
備
す
べ
く
対
策
を
講
じ
た
。
同
州
の
内
務
大
臣
は
、
一
九
四
九
年
三
月
八
日
の
訓
令
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に
よ
っ
て
、
危
険
防
御
の
領
域
に
お
い
て
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
秩
序
行
政
庁
はPrPV

G

で
定
め
ら
れ
た
手
段
（
処
分
（PrPV

G

四
〇

条
以
下
）
と
命
令
（
二
四
条
以
下
））
を
引
き
続
き
用
い
る
も
の
と
す
る
、
と
確
認
す
る
と
と
も
に
、
一
九
四
九
年
の
警
察
法
（
一
九
四
九
年
三
月

二
三
日
）
で
は
、
そ
の
適
用
対
象
を
警
察
の
み
な
ら
ず
秩
序
行
政
庁
に
も
及
ぼ
し
、PrPV

G

一
四
条
一
項
と
ほ
ぼ
同
一
の
一
般
条
項
（
一
条

一
項
）
を
設
け
る
ほ
か
、
同
条
三
項
に
お
い
て
「
一
項
の
諸
原
則
は
、・
・
公
共
の
安
全
あ
る
い
は
秩
序
の
維
持
の
た
め
に
活
動
す
る
限
り

行
政
庁
に
も
適
用
さ
れ
る
。
警
察
は
こ
の
範
囲
に
お
け
る
執
行
措
置
の
実
施
の
た
め
の
行
政
庁
の
要
請
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

明
確
に
定
め
る
こ
と
で
、
つ
い
に
秩
序
行
政
庁
の
活
動
に
明
確
な
法
的
根
拠
を
与
え
た
の
で
あ

（
（8
（

る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
警
察
法
の
規

律
は
そ
の
後
、
内
務
省
訓
令
と
い
う
形
で
は
あ
る
が
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
で
も
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四　

と
も
あ
れ
各
州
は
、
占
領
期
を
経
て
再
び
主
権
を
回
復
し
た
後
、
改
め
て
独
自
の
警
察
法
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
基
本
的
に

は
、
占
領
期
に
行
わ
れ
た
警
察
改
革
の
路
線
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
確
か
に
占
領
当
局
に
よ
る
警
察
改
革
は
、
ド
イ
ツ
警
察
法
の
伝

統
か
ら
す
れ
ば
決
し
て
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
占
領
当
局
の
関
与
が
徐
々
に
緩
和
さ
れ
る
に
つ
れ
、
各
州
は
独
自
の
警

察
制
度
、
就
中
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
の
「
復

（
（9
（

原
」
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
戦
後
警
察
改
革
の
最
も
重
要
な
柱
で
あ
っ
た
警

察
か
ら
の
立
法
的
・
司
法
的
権
限
の
剥
奪
を
は
じ
め
、
組
織
分
離
に
よ
る
執
行
警
察
の
純
化
と
い
う
方
向
性
に
つ
い
て
は
─
ノ
ル
ド
ラ
イ
ン

＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
な
ど
の
例
外
は
あ
っ
た
も
の
の
─
大
き
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

（
（9
（

た
。
そ
れ
は
分
離
シ
ス
テ
ム
が
市
民
と

直
接
向
き
合
う
執
行
警
察
の
み
を
〝
警
察
〟
と
呼
ぶ
こ
と
で
ナ
チ
ズ
ム
と
の
断
絶
を
鮮
明
に
す
る
と
と
も
に
、
脱
警
察
化
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
新
た
な
法
規
定
で
手
当
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
的
安
定
性
を
確
保
し
う
る
こ
と
か
ら
、
な
お
維
持
可
能
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
に

よ
る
。
各
州
の
警
察
法
を
あ
る
程
度
に
お
い
て
統
一
す
べ
く
、
連
邦
及
び
州
内
務
大
臣
会
議
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
〝
統
一
警
察
法
模
範
草

案
〟（
一
九
七
七
年
。
一
九
八
六
年
補

（
（9
（

正
）
に
お
い
て
も
、
採
用
さ
れ
た
の
は
分
離
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。

五
（
一
）
し
か
し
他
方
で
秩
序
行
政
庁
の
創
設
や
警
察
の
名
称
云
々
と
は
別
に
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
組
織
内
部
的
に
せ
よ
執
行
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警
察
と
行
政
機
関
を
区
別
し
、
こ
れ
に
応
じ
た
権
限
の
違
い
を
設
け
て
い
る
点
で
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
と
同
じ
組
織
体
制
を
維
持
す

る
統
一
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
異
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
統
一
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
二
つ
の
組
織
は
区
別
さ
れ
（
行
政
警
察
（
警

察
行
政
庁
）
と
執
行
警
察
）、
行
政
警
察
（
警
察
行
政
庁
）
が
中
心
的
に
危
険
防
御
任
務
を
遂
行
す
る
一
方
、
執
行
警
察
は
─
法
律
上
別
段
の
規

定
が
な
い
限
り
─
緊
急
時
に
お
け
る
危
険
防
御
を
担
う
と
い
う
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
統
一
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
州
も
ま
た
、

警
察
を
行
政
警
察
と
執
行
警
察
の
機
能
的
に
二
つ
に
区
別
さ
せ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
分
離
シ
ス
テ
ム
と
基
本
的
に
大
き
な
違
い
は
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
警
察
か
ら
一
般
行
政
を
組
織
的
に
分
離
す
る
と
い
う
こ
と
が
脱
警
察
化
の
主
要
な
狙
い
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら

ば
、
統
一
シ
ス
テ
ム
で
は
脱
警
察
化
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
の
評
価
は
行
政
機
関
の
名
称
や
組
織
の
形
式
的
分
離
の
み
を
問
題
と
し
、
両
行

政
機
関
の
〝
組
織
体
制
・
機
能
〟〝
任
務
履
行
の
方
法
〟〝
職
員
の
育
成
方
法
〟
と
い
っ
た
組
織
的
特
徴
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
点
で
、
表

層
的
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
こ
と
に
な

（
（9
（

る
。

　

例
え
ば
執
行
警
察
に
は
、《
室
外
で
の
業
務
》《
現
場
と
の
近
接
性
》《
事
実
行
為
に
基
づ
く
危
険
制
圧
の
迅
速
性
》《
口
頭
主
義
、
不
形
式

性
》い
っ
た
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
執
行
警
察
は
、目
前
に
迫
っ
た
危
険
を
迅
速
に
現
場
で
制
圧
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
。
二
四
時
間
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
う
る
の
は
─
消
防
と
医
師
に
よ
る
救
急
業
務
を
除
け
ば
─
執
行
警
察
の
み
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
事
故
・
地
滑
り
の
危
険
・
健

康
へ
の
危
険
・
自
然
災
害
に
お
い
て
常
に
執
行
警
察
が
事
実
上
最
初
の
権
限
行
使
者
と
な
る
性
質
を
持

（
（9
（

つ
。
こ
の
こ
と
は
刑
事
訴
訟
法
に
規

定
さ
れ
る
犯
罪
捜
査
の
領
域
に
も
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
て
秩
序
行
政
庁
（
警
察
行
政
庁
）
に
は
、《
室
内
で
の
業
務
》《
現
場
か
ら
距

離
が
あ
る
》《
処
分
に
よ
る
危
険
の
制
圧
（
即
座
に
は
実
現
し
な
い
危
険
へ
の
対
応
）》《
一
般
的
抽
象
的
規
律
に
よ
る
危
険
（
抽
象
的
危
険
）
の
防

御
》《
書
面
主
義
、
形
式
性
》
と
い
っ
た
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
秩
序
行
政
庁
は
官
署
の
中
（
屋
内
）
で
事
務
的
な
業
務
を
行
い
、
中
長
期
的

に
危
険
に
対
処
す
る
こ
と
に
長
け
て
い
る
。
例
え
ば
抽
象
的
危
険
へ
の
対
応
と
し
て
、
徹
底
し
た
調
査
に
裏
付
け
ら
れ
た
統
計
的
デ
ー
タ
に

基
づ
き
一
般
的
抽
象
的
規
範
を
制
定
す
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
執
行
警
察
は
執
行
機
関
と
し
て
外
勤
業
務
に
従
事
す
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る
の
に
対
し
、
秩
序
行
政
庁
は
事
務
的
に
（
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
と
し
て
）、
と
り
わ
け
書
面
に
よ
る
処
分
の
発
令
と
い
っ
た
形
式
で
危
険
防
御
措

置
を
講
じ
る
、
と
そ
の
特
徴
を
示
す
こ
と
が
可
能
で
あ

（
（9
（

る
。
も
と
よ
り
、
右
に
見
た
よ
う
な
両
機
関
の
組
織
的
特
徴
は
、
あ
く
ま
で
抽
象
的
・

傾
向
的
・
理
念
的
な
も
の
で
あ
っ
て
現
実
に
は
異
な
る
部
分
も
あ

（
（9
（

る
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
相
応
の
手
段
と
相
応
の
専
門
的

人
員
を
備
え
た
異
な
る
行
政
機
関
の
存
在
が
、
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
任
務
遂
行
を
可
能
に
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

（
（9
（

る
。
こ
の
文
脈

で
理
解
さ
れ
る
両
機
関
の
組
織
的
分
離
は
、
も
は
や
権
力
抑
制
と
い
う
権
力
分
立
の
古
典
的
理

（
（9
（

解
に
留
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
危
険
防
御
を
実

効
的
に
遂
行
す
る
た
め
に
相
応
し
い
組
織
機
構
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
機
能
的
な
理
解
に
基
づ
い
て
い

（
（9
（

る
。

（
二
）
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
に
い
う
脱
警
察
化
と
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
反
省
に
基
づ
い
た
権
力
抑
制
と
い
う
観
点
か

ら
の
み
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
戦
後
の
脱
警
察
化
に
よ
る
改
革
は
、
警
察
か
ら
軍
事
的
機
能
・
立
法
的
機
能
・
司
法
的

機
能
を
取
り
除
く
と
と
も
に
、
こ
れ
を
地
方
分
権
化
す
る
こ
と
に
最
も
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
程
度
は
占
領
国
に
よ
っ
て

濃
淡
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
占
領
下
の
州
の
よ
う
に
組
織
体
制
と
し
て
は
戦
前
と
殆
ど
変
更
が
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
既
に
ド
イ
ツ
警
察
法
が
広
い
意
味
で
の
脱
警
察
化
（
警
察
権
限
の
縮
減
）
を
経
験
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
由
来
し
て
い
る
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
ド
イ
ツ
警
察
法
の
展
開
は
、
拡
大
し
て
い
く
行
政
活
動
が
警
察
か
ら
徐
々
に
切
り
離
さ
れ
て
い
く
歴
史
で
あ
り
、
少
な

く
と
も
第
一
次
世
界
大
戦
並
び
に
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
以
降
は
、
危
険
防
御
に
関
わ
る
行
政
組
織
は
急
速
に
細
分
化
さ
れ
て
い

（
（10
（

た
。
ワ
イ
マ
ー

ル
時
代
に
は
、
危
険
防
御
は
も
は
や
制
服
を
着
た
執
行
警
察
の
独
占
的
任
務
で
は
な
い
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
執
行
警
察
（（
国

家
）
保
安
警
察
）
と
（
地
方
）
行
政
警
察
は
、
実
質
的
に
は
機
能
的
に
区
別
さ
れ
て
い

（
（10
（

た
。
と
い
う
の
も
、
建
築
警
察
、
衛
生
警
察
、
外
国
人

警
察
の
よ
う
な
伝
統
的
な
行
政
警
察
は
徐
々
に
官
僚
的
業
務
を
担
う
一
般
行
政
活
動
と
共
通
性
を
獲
得
す
る
一
方
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
捜
査
、

強
制
権
の
行
使
等
と
い
っ
た
古
典
的
な
警
察
業
務
と
の
類
似
性
を
明
ら
か
に
失
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
決
定
的
な
要
因
は
、
そ
の

対
処
に
お
い
て
行
政
機
関
に
よ
る
特
別
な
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
生
活
様
式
の
登
場
と
、
こ
れ
に
伴
う
危
険
の
増
大
に
あ
っ

（
（10
（

た
。
つ
ま
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り
そ
こ
に
は
既
に
事
態
処
理
の
た
め
に
相
応
し
い
行
政
組
織
の
機
能
的
分
離
の
発
想
が
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（「
真
正
の
脱
警
察

（
（10
（

化
」）。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
踏
ま
え
る
と
、
戦
後
の
脱
警
察
化
も
決
し
て
「
占
領
軍
に
よ
っ
て
感
染
さ
せ
ら
れ
た
、
警
察
を
保
安
警
察
と
秩
序
行
政

に
組
織
上
解
体
す
る
と
い
う
流
行

（
（10
（

病
」
と
し
て
単
純
に
評
価
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ

（
（10
（

た
。
占
領
当
局
に
よ
る
脱
ナ
チ
の
指
令
は
、
確
か
に

実
体
的
警
察
概
念
を
採
用
す
る
ド
イ
ツ
警
察
法
の
伝
統
を
破
壊
す
る
も
の
と
し
て
理
解
し
う
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
警
察
法
の
歴

史
に
お
い
て
も
以
前
か
ら
同
様
の
方
向
性
を
示
す
傾
向
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
る

（
（10
（

と
、戦
後
の
脱
警
察
化
も
ま
た
そ
の
延
長
と
し
て
、

あ
る
い
は
再
継
続
と
し
て
理
解
さ
れ
う
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ

（
（10
（

る
。

六　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
る
と
、
脱
警
察
化
を
単
に
権
力
抑
制
に
基
づ
く
組
織
的
分
離
の
観
点
か
ら
の
み
消
極
的
に
理
解
す
る
の
は
一

面
的
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
脱
警
察
化
と
い
う
言
葉
は
、
確
か
に
国
家
権
力
の
抑
制
と
均
衡
と
い
う
権
力
分
立
の
古
典
的
機
能
を
─
戦
前
の

反
省
を
踏
ま
え
る
と
い
う
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
─
警
察
組
織
の
領
域
に
お
い
て
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し

か
し
、
手
段
の
相
違
を
踏
ま
え
た
組
織
法
的
観
点
、
並
び
に
権
力
分
立
の
新
た
な
意
味
付

（
（10
（

け
か
ら
同
現
象
を
観
察
す
る
な
ら
ば
〝
危
険
防
御

は
秩
序
行
政
庁
が
主
た
る
権
限
を
有
し
、
警
察
は
目
前
の
危
険
に
対
応
す
る
緊
急
権
限
を
有
す
る
〟
と
い
う
組
織
の
特
性
に
適
合
的
な
権
限

行
使
の
問
題
と
し
て
新
た
に
捉
え
直
す
こ
と
も
可
能
と
な
ろ

（
（10
（

う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
脱
警
察
化
の
具
体
的
姿
（
脱
警
察
化
の
法
的
含
意
）
に
注
目
し
、〝
組
織
の
特
性
に
適
合
的
な

権
限
行
使
〟
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
、
秩
序
行
政
庁
と
執
行
警
察
と
の
具
体
的
な
役
割
分
担
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
に
こ
そ
、

脱
警
察
化
の
ド
グ
マ
ー
テ
ィ
シ
ュ
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
で
は
分
離
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
「
統
一
警

察
法
模
範
草
案
（
一
九
八
六
年
補
正
の
も
の
。
以
下
、M

EPolG

と
略
す
）」
の
条
文
規
定
を
中
心
に
、
ま
た
関
連
す
る
州
警
察
法
の
規
定
も
参
照

し
な
が
ら
、
危
険
防
御
の
任
務
を
遂
行
す
る
両
機
関
の
適
正
な
役
割
分
担
並
び
に
協
働
の
在
り
様
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
（
以
下

で
は
原
則
と
し
て
分
離
シ
ス
テ
ム
を
念
頭
に
、「
警
察
」
と
「
秩
序
行
政
庁
」
と
い
う
用
語
を
用
い
る
こ
と
と
す

（
（11
（

る
。）。
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（
63
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（
64
）K

lausener/K
erstiens/K

em
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（
66
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., S. 110.

（
67
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ナ
チ
ス
の
警
察
法
理
論
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
宮
崎
良
夫
「
ナ
チ
ズ
ム
の
警
察
法
論
（
一
）
─
ド
イ
ツ
に
お
け
る
警
察
観
お
よ
び
警
察
法
理

の
変
遷
」
社
会
科
学
研
究
三
四
巻
五
号
（
一
九
八
三
）
一
頁
以
下
、島
田
茂
「
一
九
三
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
に
関
す
る
一
考
察
（
二
）」

甲
南
法
学
四
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
七
）
一
頁
以
下
。

（
68
）V

gl. Bastian, a. a. O
., S. 9ff. 

保
木
本
一
郎
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
警
察
法
の
動
向
─
行
政
警
察
の
解
体
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
現
代
の

警
察
』（
日
本
評
論
社
・
一
九
八
〇
）
二
二
〇
頁
以
下
。

（
69
）
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
、V

gl. Gönnenw
ein, D

ie Gestaltung des Polizei- und O
rdnungsrechts in den Ländern der am

erikanischen 
und französischen Besatzungszone, V

V
D
StRL 9, 1952, S. 181ff. 

イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
は
、V

gl. W
olff, D

ie Gestaltung des 
Polizei- und O

rdnungsrechts inbesondere in der britischen Besatzungszone, V
V
D
StRL 9, 1952, S. 134ff. 

（
70
）V

gl. W
olff, a. a. O

., S. 143.

（
71
）
ア
メ
リ
カ
の
占
領
地
域
で
は
、一
九
四
七
年
五
月
二
二
日
の
軍
事
政
府
の
公
共
の
治
安
制
度
に
関
す
る
指
令
第
九
章
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
。

V
gl. D

rew
s/W

acke/V
ogel/M

artens. Gefahrenabw
ehr, 9. A

ufl. 1986, S. 14.

（
72
）
危
険
防
御
任
務
を
担
う
行
政
庁
は
様
々
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
お
り
、
例
え
ば
ハ
ン
ブ
ア
ク
・
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
・
ザ
ク
セ
ン
州
等
で
は

危
険
防
御
の
行
政
庁
、
ベ
ル
リ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
州
等
で
は
秩
序
行
政
庁
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
で
は
安
全
行
政
庁
、
ヘ
ッ
セ
ン
州
で
は
危

険
防
御
行
政
庁
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
秩
序
行
政
庁
と
い
う
用
語
を
用
い
る
。

（
73
）
秩
序
行
政
庁
は
、
通
常
、
一
般
秩
序
行
政
庁
と
特
別
秩
序
行
政
庁
に
分
か
た
れ
る
。
一
般
秩
序
行
政
庁
と
は
危
険
防
御
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

任
務
に
対
し
て
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
で
あ
り
、
例
え
ば
州
政
府
（Landersregierung

）、
管
区
政
府
（Bezirksregierung

）、
行
政
区
長

官
（Regierungspräsidium

）
の
他
、
自
治
体
行
政
庁
（K

om
m
unalbehörde

）
と
し
て
の
群
長
（Landrat

）、
市
町
村
（Gem

einde

）
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
特
別
秩
序
行
政
庁
と
は
、
危
険
防
御
の
任
務
が
法
令
に
よ
っ
て
明
示
的
に
委
託
さ
れ
た
場
合
に
の
み
権
限
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を
有
す
る
行
政
庁
で
あ
り
、
建
築
秩
序
行
政
庁
や
環
境
官
庁
な
ど
、
一
般
行
政
と
は
異
な
る
組
織
と
し
て
特
に
特
別
な
専
門
的
知
識
を
要
す
る

危
険
防
御
任
務
を
担
う
行
政
庁
で
あ
る
。
も
っ
と
も
行
政
実
務
で
は
、一
般
秩
序
行
政
庁
と
特
別
秩
序
行
政
庁
の
区
別
に
重
要
な
意
味
は
な
く
、

単
に
特
別
危
険
防
御
法
令
に
対
す
る
警
察
一
般
条
項
の
補
完
性
を
、
組
織
上
か
ら
も
対
外
的
に
分
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
に
寄
与
す
る
に
過
ぎ

な
い
と
理
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。V

gl. M
öller/W

arg, A
llgem

eines Polizei- und O
rdnungsrecht m

it V
erw

altungszw
ang 

und Bescheidtechnik, 6. A
ufl. 2012, S. 19.

（
74
）V

gl. Gönnenw
ein, a. a. O

., S.183f. 

（
75
）V

gl. Friauf, Polizei- und O
rdnungsrecht, in : Schm

idt-A
ßm

ann (H
rsg.), Besonderes V

erw
altungsrecht, 1995, S. 177. ; 

Schenke, Polizei- und O
rdnungsrecht, 7. A

ufl. 2011, S. 279. 

こ
の
点
に
お
い
て
、
同
シ
ス
テ
ム
は
〝
秩
序
行
政
庁
シ
ス
テ
ム
〟
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
。V

gl. K
nem

eyer/M
üller, N

eues Polizeirecht in den neuen Bundesländern, N
V
w
Z 1993, S. 4387.

（
76
）
分
離
シ
ス
テ
ム
が
と
ら
れ
た
州
と
し
て
バ
イ
エ
ル
ン
州
・
ベ
ル
リ
ン
・
ハ
ン
ブ
ア
ク
ほ
か
多
数
。
他
方
で
フ
ラ
ン
ス
の
占
領
地
域
に
属
し
て

い
た
州
（
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ア
ク
州
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
州
な
ど
）
で
は
、
警
察
と
秩
序
行
政
庁
と
い
う
形
で
は
分
離
さ
れ
ず
、
秩
序

行
政
庁
は
〝
警
察
〟
の
構
成
要
素
に
留
ま
る
こ
と
で
、
か
つ
て
の
統
一
的
な
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
の
シ
ス
テ
ム
（
警
察
の
基
幹
と
し
て
の

執
行
警
察
部
門
と
建
築
警
察
や
保
健
警
察
な
ど
専
門
的
知
識
を
要
す
る
部
門
の
、
警
察
行
政
庁
内
部
で
の
区
別
）
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
（
こ
れ
は
統
一
シ
ス
テ
ム
な
い
し
混
成
シ
ス
テ
ム
と
呼
ば
れ
る
）。
こ
の
よ
う
な
制
度
改
革
は
、
占
領
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
が
警
察
制
度
を
新

た
に
創
設
す
る
た
め
の
一
般
的
な
方
針
を
立
て
る
こ
と
放
棄
し
、
単
に
非
ナ
チ
化
・
非
武
装
化
・
分
権
化
の
方
針
の
下
で
ナ
チ
に
関
す
る
法
律

の
廃
止
や
命
令
制
定
権
の
廃
止
に
止
め
た
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。V

gl. Gönnenw
ein, a. a. O

., S. 181ff.

（
77
）V

gl. W
ürtenberger/H

eckm
ann, Polizeirecht in Baden-W

ürtem
berg, 6. A

ufl. 2005, S. 8f. 

イ
ギ
リ
ス
の
占
領
地
域
で
の
警
察
改

革
は
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
伝
統
的
に
警
察
に
属
し
て
い
た
旅
券
や
住
民
登
録
に
関
わ
る
任
務
も
秩
序
行
政
と
し
て
位
置
づ
け
る

ほ
か
、
さ
ら
に
警
察
長
な
い
し
警
察
官
吏
の
任
免
権
を
持
つ
こ
と
で
警
察
を
統
制
す
る
（
住
民
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
）
い
わ
ゆ
る
警

察
委
員
会
（Polizeiausschuß

）
が
設
置
さ
れ
た
。
参
照
、
土
屋
正
三
「
戦
後
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
警
察
法
の
変
遷
─
主
と
し
て
イ
ギ
リ

ス
占
領
地
域
に
つ
い
て
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
三
八
号
（
一
九
五
四
）
一
頁
以
下
。
こ
れ
に
対
し
ア
メ
リ
カ
の
占
領
地
域
で
は
イ
ギ
リ
ス
占
領
地
域

ほ
ど
改
革
は
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
旅
券
や
住
民
登
録
に
関
わ
る
任
務
は
な
お
警
察
に
残
さ
れ
た
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
ら
の
任
務
を

も
警
察
か
ら
取
り
除
い
た
イ
ギ
リ
ス
占
領
地
域
の
脱
警
察
化
こ
そ
、
脱
警
察
化
に
よ
る
本
質
的
転
機
が
認
め
ら
れ
る
と
の
見
解
も
あ
る
。V

gl., 
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Götz, A
llgem

eines Polizei- und O
rdnungsrecht, 15. A

ufl. 2013, S. 11, S. 224. ; Bastian, a. a. O
., S. 20ff.

（
78
）V

gl. W
olff, D

ie Rechtsgrundlagen der sogenannten O
rdnungsverw

altung im
 nordw

estdeutschen Geltungsgebiet der 
preußischen Polizei-V

erw
altungs-Gesetzes, M

D
R 1950, S. 5ff. ; ders, W

erdendes Polizei- und O
rdnungsrecht in den 

Ländern der britischen Besatzungszone, D
V
Bl 1951, S. 300ff. ; Gönnenw

ein, a. a. O
., S. 195. ; Lorentz-Link, V

erhältnis 
zw

ischen Polizei- und O
rdnungsbehörden, 1998, S. 50ff. ; W

acke, D
as Frankfurter M

odell eines Polizeigesetzes, D
Ö
V
 1953, 

S. 390. 

に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
分
離
は
、
ド
イ
ツ
行
政
警
察
の
性
質
に
関
す
る
不
明
確
な
理
解
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
時
期
に
お

け
る
ド
イ
ツ
の
学
説
の
展
開
と
そ
の
意
味
を
丹
念
に
追
っ
た
も
の
と
し
て
、
島
田
茂
「
一
九
三
二
年
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
に
関
す
る
一
考

察
（
三
）」
甲
南
法
学
四
七
巻
四
号
（
二
〇
〇
七
）
七
頁
以
下
。

（
79
）V

gl. W
erner, W

andelung des Polizeibegriffs ? D
V
Bl. 1957, S. 809f.

（
80
）
事
実
、
一
部
の
州
で
は
任
務
の
移
譲
で
は
な
く
名
称
だ
け
が
変
更
さ
れ
た
。V

gl. D
enninger, Polizeiaufgaben, in : Lisken/ders, 

H
andbuch des Polizeirechts, 5. A

ufl. 2012, S. 275.

（
81
）D

rew
s/W

acke, A
llgem

eines Polizeirecht, 7. A
ufl. 1961, S. 16f.

（
82
）V

gl. W
acke,  a. a. O

., S. 391. ; Gönnenw
ein, a. a. O

., S.195.: W
olff, D

ie Rechtsgrundlagen der sogenannte O
rdnungsverw

altung 
im

 nordw
estdeutschen Gebiet der preußischen Polizei- V

erw
altungs-Gesetzes, M

D
R 1950, S. 5.

（
83
）V

gl. W
olff, a. a. O

., S. 5. 

（
84
）V

gl. Lorentz-Link , a. a. O
., S. 59.

（
85
）K

nem
eyer, R

echtsgrundlagen polizeilichen H
andelns－

G
rundlinien einer Polizeigesetzgebung in den neuen 

Bundesländern, LK
V
 1991, S. 321ff.

（
86
）K

leinrahm
, D

as Polizeiverordnungsrecht nach der N
eugestaltung der Polizei in der britishen Zone, D

V
 1948, S. 109. 

V
gl. Bastian, a. a. O

., S. 122.

（
87
）
戦
後
直
後
に
お
い
て
各
州
の
警
察
法
を
調
査
検
討
し
たPioch, a. a. O

., S.214.

は
、「
か
つ
て
の
行
政
警
察
上
の
任
務
遂
行
の
た
め
に
自
治

体
行
政
や
州
行
政
の
一
般
行
政
庁
にPrPV

G

の
関
連
規
定
が
類
推
適
用
さ
れ
る
の
か
否
か
、
あ
る
い
は
、
法
律
の
規
律
が
必
要
か
否
か
と
い

う
問
題
は
、
な
お
解
明
を
必
要
と
す
る
。」
と
し
て
い
た
。
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（
88
）
以
下
、V

gl. Bastian, a. a. O
., S. 123ff.

（
89
）V

gl. Bastian, a. a. O
., S. 123ff.　

ま
た
、
土
屋
正
三
「
シ
ュ
レ
ー
ス
ウ
ィ
ッ
ヒ
・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
の
警
察
組
織
法
（
一
）」
警
察
研
究
二

七
巻
五
号
（
一
九
五
六
）
一
九
頁
以
下
も
参
照
。

（
90
）W

erkentin, D
ie Restauration der deutschen Polizei, 1984.

（
91
）
そ
の
際
、
各
州
に
お
け
る
分
離
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
内
部
で
さ
ら
に
二
つ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
に
分
か
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（V

gl. 
K
nem

eyer, Polizei- und O
rdnungsrecht, 9. A

ufl. 2002, S. 32f.

）。
一
つ
は
、
組
織
的
に
は
警
察
と
秩
序
行
政
庁
を
分
離
さ
せ
な
が
ら
も

一
つ
の
法
律
の
中
で
両
者
に
共
通
の
法
的
根
拠
を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
（
い
わ
ゆ
るBerliner M

odell

）、
も
う
一
つ
は
、
組
織
的
に
警
察
と

秩
序
行
政
庁
を
分
離
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
対
す
る
法
的
根
拠
も
法
律
上
別
々
に
設
け
る
こ
と
で
、
両
者
の
分
離
を
よ
り

厳
格
に
貫
く
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
警
察
と
秩
序
行
政
庁
に
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
法
律（
そ
し
て
法
的
根
拠
）を
与
え
る
後
者
の
分
離
シ
ス
テ
ム
は〝
純

粋
な
分
離
シ
ス
テ
ム
〟
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
詳
細
に
見
る
と
、
純
粋
な
分
離
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
さ
ら
な
る
区
別
も
見
ら
れ

る
。
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
と
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ア
ク
州
で
は
秩
序
行
政
庁
の
権
限
を
規
律
す
る
法
律
の
中
で
、
部
分
的
に

警
察
法
の
権
限
規
定
が
援
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
異
な
る
法
律
に
基
づ
く
法
的
根
拠
の
分
離
が
再
び
緩
和
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
バ
イ
エ
ル
ン
州
と
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
は
明
確
な
区
別
を
維
持
し
て
お
り
完
全
に
純
粋
な
分
離
シ
ス
テ
ム
を
貫
い
て
い
る
。
も
っ
と

も
こ
れ
ら
権
限
規
定
の
適
用
関
係
が
複
雑
・
多
様
で
あ
る
こ
と
が
、
両
機
関
の
任
務
配
分
を
不
明
確
に
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
と
し
て
、W

olff, 
Em

pfiehlt sich der Erlass eines einheitlichen bayerischen Polizei- und Sicherheitsgesetzes ?, BayV
Bl, 2004, S. 737ff.

（
92
）V

gl. H
eise/Riegel, M

usterentw
urf eines einheitlichen Polizeigesetzes, 2. A

ufl. 1978, S. 29. 

一
九
七
八
年
のM

EPolG

の
翻
訳

と
し
て
土
屋
正
三
「
西
ド
イ
ツ
統
一
警
察
法
模
範
草
案
（
二
）」
警
察
研
究
三
四
巻
二
号
（
一
九
八
一
）
一
二
四
頁
以
下
。

（
93
）K

nem
eyer, a. a. O

., S. 7.

（
94
）V

gl. D
enninger/Poscher, D

ie Polizei im
 V

erfassungsgefüge, in ; Lisken/D
enninger, H

andbuch des Polizeirechts, 5. A
ufl. 

2012, S. 100f. 

（
95
）V
gl. Gusy, Polizei- und O

rdnungsrecht, 8. A
ufl. 2011, S.28ff. ; K

ugelm
ann, Polizei- und O

rdnungsrecht, 2. A
ufl. 2012, S. 

28.

（
96
）
執
行
警
察
も
ま
た
行
政
警
察
的
な
任
務
（
内
務
行
政
の
他
、
銃
砲
の
取
締
り
や
集
会
規
制
な
ど
）
を
処
理
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
秩
序
行
政
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庁
も
執
行
警
察
上
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
あ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
、
例
え
ば
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
秩
序
行
政
庁

法
（O

BG N
W

）
一
三
条
一
項
一
文
は
明
文
で
「
秩
序
行
政
庁
は
自
ら
に
課
せ
ら
れ
た
任
務
を
自
ら
の
職
員
で
も
っ
て
遂
行
す
る
も
の
と
す
る
」

と
規
定
す
る
ほ
か
、
ま
た
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
公
共
の
安
全
と
秩
序
法
八
七
条
も
「
安
全
行
政
庁
は
、
危
険
防
御
の
任
務
が
業
務
時
間

外
で
も
遂
行
さ
れ
う
る
よ
う
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
規
定
し
て
い
る
。

（
97
）V

gl. D
rew

s/W
acke/V

ogel/M
artens. a. a. O

., S. 49ff. 

（
98
）V

gl. Ipsen, N
iedersächsisches Gefahrenabw

ehrrecht, 1995, S. 200.

（
99
）V

gl. M
östl, Sicherheitsgew

ährleistung im
 gew

altenteilenden Rechtsstaat, S. 53ff., ders, D
ie staatliche Garantie für 

die öffentliche Sicherheit und O
rdnung, 2002, S. 419ff. 

行
政
組
織
の
任
務
適
合
性
に
つ
い
て
は
、V

gl. Schm
idt-A

ßm
ann, D

as 
allgem

eines V
erw

altungsrecht als O
rdnungsidee, S. 213f.

（
100
）V

gl, Boldt/Stolleis, Geschichte der Polizei in D
eutschland, in : Lisken/ders, H

andbuch des Polizeirechts, 5. A
ufl. 2012, S. 

17.

（
101
）Pioch, a. a. O

., S. 45ff, Behrendes, Polizeiliche Zusam
m
enarbeit m

it O
rdnungsbehörden und sozialen D

iensten im
 

Rahm
en der Gefahrenabw

ehr und eines ganzheitlichen Präventionsansatzes, in : K
niesel/K

ube/M
urck (H

rsg.), H
andbuch 

für Führungskräfte der Polizei, 1996, S. 173.

（
102
）V

gl. Scholler/Schloer, Grundzüge des Polizei- und O
rdnungsrechts in der Bundesrepublik D

eutschland, 4. A
ufl 1993, S. 7.

（
103
）V

gl. D
rew

s/W
acke/V

ogel/M
artens. a. a. O

., S. 52.

（
104
）D

ürig, A
rt. 2 des Grundgesetzes und die Generalerm

ächtigung zu allgem
ein-polizeilichen M

aßnahm
en, A

öR 79, 1954, S. 
57f.

（
105
）V

gl. K
nem

eyer/Behm
er, V

om
 LStV

G zu einem
 A

llgem
einen Sicherheitsgesetz (A

SG), BayV
Bl. 2006, S. 100.

（
106
）
イ
ギ
リ
ス
占
領
地
域
に
お
い
て
新
た
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
警
察
委
員
会
も
ま
た
、
ド
イ
ツ
警
察
法
に
と
っ
て
全
く
馴
染
み
の
な
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
確
か
に
警
察
官
吏
を
統
制
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
市
民
に
よ
る
委
員
会
は
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
警
察
命
令
を
統
制

す
る
こ
と
を
意
図
し
た
雑
多
な
委
員
会
は
存
在
し
て
お
り
、
国
家
作
用
に
市
民
が
関
与
す
る
と
い
う
思
考
そ
の
も
の
は
既
に
前
世
紀
初
頭
か
ら

存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。V

gl. Boldt/Stolleis, a. a. O
., S. 30f.
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（
107
）V

gl. Götz, a. a. O
., S. 11., Boldt/Stolleis, a. a. O

., S. 30f., 
（
108
）V

gl. M
östl, Sicherheitsgew

ährleistung im
 gew

altenteilenden Rechtsstaat, in : M
. D

em
el u.a. (H

rsg.), Funktionen und K
ontrolle 

der Gew
alten, 2001, S. 53ff. 

（
109
）
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、統
一
シ
ス
テ
ム
・
分
離
シ
ス
テ
ム
の
優
劣
に
関
す
る
議
論
も
、両
者
と
も
に
組
織
的
・
機
能
的
分
離
が
存
在
し
、

そ
れ
ぞ
れ
危
険
防
御
任
務
に
適
し
た
組
織
構
造
を
備
え
て
い
る
点
で
、
純
理
論
的
な
関
心
事
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
両
シ
ス
テ
ム
の

違
い
は
実
務
上
も
重
要
な
問
題
と
み
な
さ
れ
て
い
な
い
。V

gl. W
ürtenberger/H

eckm
ann, a. a. O

., S. 9.

（
110
）
統
一
シ
ス
テ
ム
で
は
、
行
政
警
察
（
警
察
行
政
庁
）
と
執
行
警
察
の
間
の
関
係
は
、
実
務
に
大
き
く
依
存
し
、
分
離
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
協

働
形
態
が
必
ず
し
も
明
確
に
規
律
さ
れ
て
い
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。V

gl. Lorentz-Link, a. a. O
., S. 134f.

第
二
項　

警
察
と
秩
序
行
政
庁
の
役
割
分
担
と
協
働　

　

M
EPolG

一
条
に
よ
れ
ば
、
警
察
の
任
務
は
「
公
共
の
安
全
並
び
に
秩
序
の
維
持
、
犯
罪
訴
追
、
執
行
援
助
、
そ
の
他
法
令
に
よ
っ
て
委

託
さ
れ
た
任
務
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
が
設
定
し
た
〝
行
政
機
関
に
対
す
る
警
察
の
役
割
〟
を
考
察
す
る
上
で
特
に
重

要
な
任
務
は
、〝
公
共
の
安
全
並
び
に
秩
序
の
維
持
（
危
険
防
御
）〟
と
〝
執
行
援
助
〟
で
あ
る
。

　

ド
イ
ツ
各
州
で
定
め
ら
れ
て
い
る
警
察
・
秩
序
法
に
よ
れ
ば
、
危
険
防
御
の
任
務
は
警
察
の
み
な
ら
ず
秩
序
行
政
庁
に
も
割
り
当
て
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、警
察
と
秩
序
行
政
庁
と
の
間
に
は
一
般
の
行
政
機
関
同
士
に
は
見
ら
れ
な
い
特
別
な
法
関
係
が
成
立
す

（
（11
（

る
。
以
下
で
は
、

⑴
危
険
防
御
の
任
務
遂
行
に
お
け
る
、
警
察
と
秩
序
行
政
庁
の
管
轄
配
分
を
規
律
す
る
〝
補
完
性
原
理
〟
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
分
析

す
る
と
と
も
に
、
⑵
危
険
防
御
以
外
の
任
務
遂
行
に
お
け
る
警
察
と
秩
序
行
政
庁
の
協
働
関
係
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
、
我

が
国
の
警
察
法
秩
序
を
検
証
す
る
分
析
視
角
を
得
る
こ
と
と
し
た
い
。
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第
一　

危
険
防
御
任
務
に
お
け
る
管
轄
配
分
─
補
完
性
原
理

（
１
）
概
要

一
（
一
）
既
に
述
べ
た
通
り
、
ド
イ
ツ
各
州
で
定
め
ら
れ
て
い
る
警
察
・
秩
序
法
に
よ
れ
ば
、
危
険
防
御
の
任
務
は
警
察
の
み
な
ら
ず
秩
序

行
政
庁
に
も
割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
（
共
管
競
合
事
務
と
し
て
の
危
険
防
御
任
務
）、
特
に
分
離
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
州
の
警
察
・
秩
序
法
で

は
─
組
織
分
離
が
任
務
分
離
を
連
想
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
─
こ
れ
を
明
文
で
も
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い

（
（11
（

る
。
も
っ
と
も
警
察
と
秩
序
行
政

庁
と
の
間
で
管
轄
競
合
（Zuständifkeitskonkurrenz

）
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
効
率
的
な
任
務
履
行
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
互
い
の
管
轄
領
域
を
適
切
に
画
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

（
（11
（

る
。
一
般
に
管
轄
（Zuständigkeit

）
と
は
任
務
（A

ufgabe

）
と
組
織

（O
rganisation

）
を
結
び
つ
け
る
概
念
で
あ
り
、
国
家
組
織
内
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
行
政
庁
が
ど
の
よ
う
な
任
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
を
表
す
概
念
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
管
轄
規
定
が
明
確
に
存
在
し
な
い
場
合
、
行
政
組
織
は
常
に
発
生
す
る
（
消
極
的
な

い
し
積
極
的
）
権
限
争
議
（K

om
petenzstreitigkeit

）
ゆ
え
に
機
能
不
全
に
陥
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ

（
（11
（

る
。
警
察
と
秩
序
行
政
庁
の
管
轄

関
係
を
、
両
機
関
の
組
織
的
特
徴
を
背
景
に
し
つ
つ
規
律
す
る
の
は
、
以
下
に
記
すM

EPolG

一a

条
で
あ
る
。

M
EPolG 

一a

条

　

警
察
は
、・
・
・
危
険
の
防
御
が
他
の
行
政
庁
に
よ
っ
て
は
不
可
能
も
し
く
は
適
時
に
は
不
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
行
動
す
る
。

　

右
規
定
は
す
な
わ
ち
、
危
険
防
御
の
任
務
が
警
察
と
秩
序
行
政
庁
に
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
秩
序
行
政
庁
に
よ
る
任
務
履
行
が

優
先
さ
れ
、
警
察
は
、
危
険
の
防
御
が
当
該
行
政
庁
に
よ
っ
て
は
不
可
能
も
し
く
は
適
時
に
は
不
可
能
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
り
─
た
と
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え
秩
序
行
政
庁
の
管
轄
領
域
で
あ
っ
た
と
し
て
も
─
自
ら
の
管
轄
権
と
し
て
警
察
法
に
基
づ
き
行
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
定
め

る
も
の
で
あ

（
（11
（

る
（
こ
れ
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
警
察
の
管
轄
は
、「
移
動
し
た
管
轄
」
と
か
「
第
二
次
管
轄
」
と
称
さ
れ
る
こ
と
が
あ

（
（11
（

る
。）。
同

条
項
が
定
め
る
考
え
は
補
完
性
原
理
（Subsidiaritätsprinzip

）
と
呼
ば
れ
、
各
州
の
警
察
法
に
お
い
て
も
広
く
採
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
い

（
（11
（

る
。

（
二
）右
の
よ
う
な
警
察
の
活
動
範
囲
を
最
も
シ
ン
プ
ル
に
表
す
事
例
と
し
て
、次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
挙
げ
ら
れ

（
（11
（

る
。
Ｘ
が
カ
ラ
オ
ケ
パ
ー

テ
ィ
を
行
う
た
め
自
宅
に
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
三
〇
人
の
ゲ
ス
ト
を
招
待
し
た
と
こ
ろ
、
深
夜
二
時
に
な
っ
て
も
歌
声
が
続
い

た
た
め
、
隣
に
住
む
住
民
が
警
察
に
通
報
し
、
臨
場
し
た
警
察
官
Ａ
が
Ｘ
に
対
し
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
の
撤
去
を
命
じ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で

あ
る
。
ま
ず
こ
の
場
合
、
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
騒
音
行
為
は
州
が
た
い
て
い
の
場
合
定
め
て
い
る
騒
音
防
止
法
に
違
反
し
罰
則
対
象
と
な
る
行

為
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
捜
査
す
る
こ
と
は
当
然
警
察
の
任
務
（
犯
罪
行
為
の
訴
追
準
備
）
と
な
る
。
し
か
し
撤
去
命
令
の
主
た
る
目
的
は
夜

間
の
騒
音
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
秩
序
行
政
庁
に
よ
る
危
険
防
御
と
の
管
轄
競
合
が
問
題
と
な
る
。
右
に
見
た
補
完
性

原
理
に
よ
れ
ば
、
警
察
は
、
秩
序
行
政
庁
が
危
険
防
御
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
も
し
く
は
適
時
に
は
不
可
能
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
限
り
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
こ
の
ケ
ー
ス
、
つ
ま
り
夜
間
で
は
秩
序
行
政
庁
は
業
務
外
で
あ
り
連
絡
が
つ
か
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、二
四
時
間
待
機
・
行
動
で
き
る
警
察
が
撤
去
命
令
を
命
じ
る
こ
と
に
な

（
（11
（

る
。
こ
こ
に
お
い
て
警
察
が
行
使
す
る
権
限
は
「
緊

急
権
限
（Eilkom

peten

（
（12
（z

）」、あ
る
い
は
事
態
対
処
に「
最
初
に
介
入
す
る
権
限
（Recht der ersten Zugriffs

）」な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

（
（12
（

る
。
も
っ

と
も
秩
序
行
政
庁
の
権
限
は
こ
の
警
察
の
緊
急
権
限
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
こ
と
は
な

（
（12
（

い
。
緊
急
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
な
お
秩
序
行
政
庁
に

権
限
は
残
さ
れ
て
お
り
、
秩
序
行
政
庁
が
活
動
可
能
な
状
況
に
な
る
と
、
警
察
の
活
動
は
そ
こ
で
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。

二　

と
こ
ろ
で
、
警
察
の
権
限
が
他
の
秩
序
行
政
庁
に
対
し
て
補
完
的
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
に
、
当
該
行
政
庁
が
そ
の
時
々

で
管
轄
す
る
任
務
履
行
対
象
に
関
し
て
最
も
専
門
的
な
知
識
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
最
も
効
果
的
に
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
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考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
あ

（
（12
（

る
（「
専
門
家
に
よ
る
危
険
防
御
の
質
の
向

（
（12
（

上
」）。
も
っ
と
も
他
方
で
、
夜
間
で
問
題
が
起
き
た
右
ケ
ー
ス
の
よ
う

に
秩
序
行
政
庁
の
活
動
が
翌
日
に
開
始
さ
れ
る
ま
で
事
態
を
放
置
す
る
こ
と
は
、
危
険
防
御
の
実
効
性
を
大
き
く
損
な
う
。
こ
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
秩
序
行
政
庁
の
管
轄
に
関
係
な
く
、
機
動
力
・
即
応
力
の
あ
る
警
察
に
よ
っ
て
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。M

EPolG

一

a

条
は
、
以
上
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
き
、
危
険
防
御
任
務
履
行
に
お
け
る
警
察
と
秩
序
行
政
庁
の
管
轄
配
分
と
実
効
的
な
危
険
防
御
の
要

請
と
を
、
両
機
関
の
組
織
的
特
性
を
踏
ま
え
て
調
整
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
要
件
と
効
果

一
（
一
）
と
こ
ろ
でM

EPolG
一a
条
に
よ
れ
ば
、
警
察
が
秩
序
行
政
庁
に
対
し
て
補
完
的
に
活
動
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
秩

序
行
政
庁
に
よ
る
危
険
防
御
が
適
時
で
は
な
い
場
合
の
《
時
間
的
な
緊
急
ケ
ー
ス
》
と
、
秩
序
行
政
庁
に
よ
る
危
険
の
防
御
が
不
可
能
で
あ

る
場
合
の
《
事
項
的
な
緊
急
ケ
ー
ス
》
と
さ
れ
て
い

（
（12
（

る
。

　

前
者
の
《
時
間
的
な
緊
急
ケ
ー
ス
》
と
は
、警
察
法
の
古
典
的
原
則
と
さ
れ
る
「
警
察
法
上
の
猶
予
不
可
能
性
の
原
則
（polizeirechtlicher 

Grundsatz der U
naufschiebbarkeit

）」
が
想
定
す
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
警
察
に
よ
る
活
動
を
見
合
わ
せ
て
し
ま
え
ば
公
共
の
安
全
と
秩
序

が
大
き
く
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
指
す
（
先
に
挙
げ
た
カ
ラ
オ
ケ
事
件
は
こ
の
ケ
ー
ス
で
あ

（
（12
（

る
。）。
こ
の
場
合
、
秩
序
行
政
庁
に

よ
る
適
時
な
活
動
が
不
可
能
で
あ
る
か
否
か
は
、〝
秩
序
行
政
庁
が
権
限
を
行
使
す
る
ま
で
待
ち
続
け
る
と
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

困
難
に
な
る
、
あ
る
い
は
無
に
帰
し
て
し
ま
う
か
否
か
〟
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ

（
（12
（

る
。
こ
の
判
断
基
準
は
し
ば
し
ば
「
遅
滞
の
危
険
（Gefahr 

in V
erzu

（
（12
（g

）」
と
い
う
特
殊
な
危
険
概
念
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
管
轄
の
移
動
（Zuständigkeitsverschiebung

）
に
あ
た
っ
て
は
、
損
害
と
の

時
間
的
近
接
性
と
高
度
の
蓋
然
性
が
必
要
で
あ
る
と
解
さ
て
い

（
（12
（

る
。

　

も
う
一
つ
の
《
事
項
的
な
緊
急
ケ
ー
ス
》
と
は
、
時
間
的
に
見
れ
ば
秩
序
行
政
庁
が
権
限
行
使
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秩
序
行
政
庁
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が
講
じ
る
方
法
で
は
十
分
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
を
指

（
（13
（

す
。
十
分
な
成
果
が
挙
げ
ら
れ
な
い
理
由
と
し
て
は
、〝
法
的
な
理
由
〟

と
〝
事
実
上
の
理
由
〟
の
二
つ
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。〝
法
的
な
理
由
〟
と
は
、
秩
序
行
政
庁
に
そ
も
そ
も
危
険
防
御
権
限
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
防
御
措
置
を
講
じ
る
た
め
に
必
要
な
手
段
（
例
え
ば
身
元
確
認
措
置
、
拘
禁
、
押
収
、
家
宅
捜
査
、
デ
ー
タ
徴
収
・

加
工
と
い
っ
た
権
限
）
が
秩
序
行
政
庁
に
全
く
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
一
部
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
な
ど
が
こ
れ
に
該
当

す
る
。
も
う
一
つ
の
〝
事
実
上
の
理
由
〟
と
は
、
秩
序
行
政
庁
が
、
法
的
な
権
限
は
有
す
る
が
当
該
権
限
を
行
使
す
る
た
め
に
必
要
な
人
的
・

物
的
手
段
、
あ
る
い
は
専
門
的
知
識
を
有
す
る
執
行
職
員
を
事
実
上
有
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
危
険
防
御
の
た
め
大
規
模
施
設

を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秩
序
行
政
庁
に
十
分
な
数
の
外
勤
職
員
が
欠
け
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
秩
序
行
政
庁
が
法
的
な
い
し
事
実
上
、
危
険
防
御
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
警
察
は
秩
序
行
政
庁
に
対
し
て
補
完
的

に
活
動
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

（
（13
（

る
。

（
二
）
も
っ
と
も
、
右
の
い
ず
れ
か
の
ケ
ー
ス
が
存
在
し
て
い
る
場
合
で
も
、
幾
つ
か
の
州
で
は
、
警
察
活
動
に
さ
ら
に
一
定
の
制
限
を
課

し
て
い
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
補
完
的
に
認
め
ら
れ
る
警
察
活
動
は
、
本
来
的
に
権
限
を
持
つ
秩
序
行
政
庁
が
自
己
の
管
轄
す
る
任
務
を

再
び
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
の
〝
仮
の
措
置
〟（
例
え
ば
期
限
付
き
営
業
禁
止
な
ど
）
に
限
定
さ
れ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ

（
（13
（

る
。
確
か

にM
EPolG

一a

条
自
体
は
、
緊
急
時
に
行
使
す
る
警
察
活
動
の
種
類
に
関
し
て
は
何
も
規
定
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
一
部
の
学
説
で
は
、

同
条
項
が
「
秩
序
行
政
庁
に
よ
る
危
険
の
防
御
が
不
可
能
で
あ
る
・
・
・
場
合
に
限
り
」
警
察
は
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い

る
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
警
察
は
緊
急
措
置
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
見
解
を
導
き
出
し
て
い

（
（13
（

る
。M

EPolG

一a

条
を
読
む
限
り
、
危
険
が

ま
だ
継
続
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
秩
序
行
政
庁
に
よ
る
危
険
防
御
が
再
び
可
能
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
秩
序
行
政
庁
に
危
険
防
御
が
義
務

付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
も
し
警
察
が
も
は
や
取
消
す
こ
と
が
不
可
能
な
措
置
を
講
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
秩
序
行
政
庁
は
自

ら
の
考
え
に
基
づ
く
危
険
防
御
措
置
（
例
え
ば
、
秩
序
行
政
庁
が
既
に
行
わ
れ
た
警
察
の
措
置
を
取
り
消
し
た
り
、
是
正
す
る
こ
と
な

（
（13
（

ど
）
を
講
ず
る
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こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
で
警
察
活
動
を
仮
の
措
置
に
限
定
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る

と
さ
れ
る
の
は
、《
時
間
的
緊
急
ケ
ー
ス
》
の
場
合
の
み
で
あ

（
（13
（

る
。
秩
序
行
政
庁
が
活
動
で
き
る
状
況
に
な
い
《
事
項
的
な
緊
急
ケ
ー
ス
》

に
お
い
て
は
、
警
察
を
仮
の
措
置
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
特
に
存
在
し
な

（
（13
（

い
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
警
察
は
危
険
を
完
全
に

防
御
し
う
る
し
、
ま
た
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
警
察
活
動
が
仮
の
措
置
に
限
定
さ
れ
る
か
否
か
は
、
ゆ
え
に
ケ
ー
ス
に

応
じ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

二　

と
こ
ろ
で
、
分
離
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
州
、
中
で
も
〝
純
粋
な
分
離
シ
ス
テ
ム
〟
を
採
用
す
る
州
で
は
、
警
察
と
秩
序
行
政
庁
の
権

限
は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、警
察
に
は
警
察
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
権
限
が
、ま
た
秩
序
行
政
庁
に
は
（
一
般
）

秩
序
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
権
限
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
特
別

3

3

秩
序
法
を
適
用
す
る
特
別

3

3

秩
序
行
政
庁
の
任
務
遂
行
に
お
い

て
、
補
完
性
原
理
が
適
用
さ
れ
る
緊
急
ケ
ー
ス
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
警
察
は
ど
の
よ
う
な
権
限
規
定
に
基
づ
く
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題

と
な
る
。
つ
ま
り
特
別
秩
序
行
政
庁
の
管
轄
領
域
に
お
い
て
緊
急
ケ
ー
ス
に
警
察
が
行
使
す
る
権
限
は
、
特
別
秩
序
法
上
の
権
限
か
、
そ
れ

と
も
警
察
法
に
基
づ
く
警
察
固
有
の
権
限
か
と
い
う
問
題
で
あ

（
（13
（

る
。

　

通
常
は
特
別
秩
序
法
の
権
限
は
、
基
本
的
に
特
別
秩
序
行
政
庁
に
の
み
付
与
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
う
る
。
従
っ
て
例
え
ば
ホ
フ
マ
ン
＝

リ
ー
ム/

ア
イ
フ
ェ
ル
ト
（H

ofm
ann-Riem

/Eifert

）
は
、「
実
体
法
上
は
警
察
の
権
限
は
、
そ
の
時
々
の
規
律
領
域
、
あ
る
い
は
主
た
る
権

限
を
持
つ
行
政
庁
に
妥
当
す
る
規
律
に
服
す
る
の
で
、
例
え
ば
終
局
的
に
規
律
す
る
秩
序
特
別
法
に
お
い
て
は
、
治
安
秩
序
法
そ
の
他
の
規

範
に
遡
る
こ
と
は
排
除
さ
れ
る
」と
述
べ
、あ
く
ま
で
特
別
秩
序
法
に
基
づ
く
権
限
が
排
他
的
に
適
用
さ
れ
る
と
の
立
場
を
支
持
し
て
い
る
。

ゆ
え
に
こ
の
場
合
、
特
別
秩
序
法
に
警
察
の
権
限
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
警
察
の
活
動
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な

（
（13
（

る
。
し
か

し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
結
論
は
、
特
別
秩
序
法
が
定
め
る
管
轄
規
定
だ
け
か
ら
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
は
管

轄
規
定
そ
れ
自
体
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
緊
急
ケ
ー
ス
に
お
い
て

3

3

3

3

3

3

3

3

3

特
別
秩
序
法
と
警
察
法
の
い
ず
れ
の
権
限
規
定
が
適
用
さ
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れ
る
の
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
一
般
警
察
法
の
特
別
法
と
し
て
優
先
適
用
さ
れ
る
特
別
秩
序
法
上
の
権
限

が
、
な
ぜ
緊
急
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

そ
の
ま
ま
適
用
さ
れ
る
の
か
、
さ
ら
な
る
理
由
付
け
が
必
要
と
な
る
の
で
あ

（
（13
（

る
。

　

確
か
に
特
別
秩
序
法
は
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
特
別
秩
序
行
政
庁
に
対
し
て
の
み
権
限
を
付
与
し
て
い
る
た
め
、
警
察
は
特
別
秩
序
法

上
の
権
限
を
持
た
な
い
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
従
っ
て
仮
に
警
察
に
よ
る
措
置
が
求
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
常
に
〝
特
別
法
は
一

般
法
に
優
位
す
る
〟
と
い
う
原
則
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
警
察
が
特
別
法
上
の
権
限
を
有
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
、
直
ち
に
特
別
法
が
警
察
に
よ
る
活
動
を
排
除
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
と
い
う
の
も
、
ド
イ
ツ
危
険

防
御
法
の
伝
統
的
体
系
、
就
中
、
警
察
一
般
条
項
の
体
系
に
よ
れ
ば
、
特
別
秩
序
法
が
緊
急
ケ
ー
ス
に
関
し
何
ら
警
察
権
限
を
規
定
し
て
い

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
特
別
法
上
の
命
令
な
い
し
禁
止
規
範
が
毀
損
さ
れ
る
「
危
険
」
が
あ
れ
ば
警
察
は
警
察
一
般
条
項
に
基
づ
き
警
察

法
上
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
考
え
に
従
え
ば
、
例
え
特
別
秩
序
法
が
適
用
さ
れ

る
領
域
で
あ
っ
て
も
、
緊
急
の
ケ
ー
ス
が
認
め
ら
れ
る
限
り
、
警
察
は
他
の
行
政
庁
の
権
限
と
は
無
関
係
に
自
ら
の
任
務
の
枠
内
に
お
い
て

独
自
に
活
動
す
る
権
限
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
特
別
秩
序
法
が
緊
急
の
ケ
ー
ス
の
場
合
を
も
規
律
領
域
内
で
終
局
的
に
規
律
し
て

い
る
場
合
に
の
み
、
警
察
は
そ
の
特
別
法
の
規
定
に
服
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

（
（14
（

る
。

三
（
一
）
さ
て
、
右
の
よ
う
な
、
警
察
の
秩
序
行
政
庁
に
対
す
る
補
完
的
な
権
限
行
使
の
説
明
の
仕
方
は
、
学
説
に
よ
っ
て
様
々
で
あ

（
（14
（

る
。

し
か
し
多
く
の
場
合
、〝
危
険
防
御
は
秩
序
行
政
庁
に
優
先
的
に
義
務
付
け
ら
れ
、警
察
は
補
完
的
な
権
限
の
み
有
す
る
〟
で
あ
る
と
か
、《
警

察
に
よ
る
、危
険
防
御
の
緊
急
管
轄
（
権
限
）（N

otzuständigkeit

）》
あ
る
い
は
《
警
察
に
対
す
る
秩
序
行
政
庁
の
優
先
》
な
ど
、《
優
先
》《
補

完
的
》《
緊
急
権
限
》《
秩
序
行
政
庁
の
第
一
次
権
限
》
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
序
列
関
係
を
示
す
概
念
と
と
も
に
、
補
完
性
原
理
が
説
明
さ
れ

て
い

（
（14
（

る
。
し
か
し
他
方
で
こ
の
よ
う
な
序
列
関
係
に
基
づ
く
説
明
に
対
し
否
定
的
な
学
説
も
存
在
す
る
。
ク
ネ
マ
イ
ヤ
ー
（K

nem
eyer

）
に

よ
れ
ば
、
警
察
はM

EPolG

一a

条
に
よ
っ
て
直
接
独
自
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
秩
序
行
政
庁
の
従
属
機
関
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や
補
助
機
関
な
ど
で
は
な
い
と
い

（
（14
（

う
。
ク
ネ
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
れ
ば
、M

EPolG

一a

条
は
警
察
官
吏
に
あ
ら
ゆ
る
危
険
の
防
御
を
義
務
づ
け

る
の
で
は
な
く
、
他
の
秩
序
行
政
庁
に
よ
っ
て
は
防
御
が
不
可
能
あ
る
い
は
適
時
に
は
不
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
危
険
の
防
御

の
み
を
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ

（
（14
（

り
、
そ
れ
は
危
険
防
御
任
務
を
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
さ
ら
に
割
り
当
て
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
ゆ

え
に
、
こ
のM

EPolG

一a

条
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
た
猶
予
不
可
能
な
危
険
の
防
御
の
領
域
で
は
、
警
察
は
直
接
的
に
権
限
を
有
す

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
警
察
独
自
の
権
限
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

（
（14
（

る
。
デ
ィ
ー
ト
ラ
イ
ン
（D

ietlein

）
も
ま
た
、
警
察
の
補
完
的
権

限
を
〝
緊
急
権
限
〟
あ
る
い
は
〝
最
初
に
介
入
す
る
権
限
〟
と
い
っ
た
概
念
で
説
明
す
る
と
誤
解
を
招
き
や
す
い
と
注
意
を
促
し
て
い

（
（14
（

る
。

警
察
は
自
ら
に
付
与
さ
れ
た
任
務
を
独
自
の
判
断
で
遂
行
す
る
の
で
あ
っ
て
、
緊
急
ケ
ー
ス
に
限
り
行
動
す
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
。
緊
急
ケ
ー
ス
に
お
い
て
警
察
が
介
入
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
警
察
に
「
優
先
権
」
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、

た
だ
─
警
察
と
並
行
し
て
権
限
を
有
す
る
─
他
の
秩
序
行
政
庁
が
適
時
に
行
動
で
き
な
い
場
合
に
は
補
完
性
の
原
理
が
妥
当
し
な
い
、
す
な

わ
ち
警
察
が
本
来
課
せ
ら
れ
て
い
る
任
務
を
遂
行
す
る
、
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
。
ゆ
え
に
序
列
関
係
に
よ
る
説
明
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

（
二
）
こ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
にM

EPolG
一a
条
に
よ
れ
ば
、
警
察
は

3

3

3

秩
序
行
政
庁
に
よ
る
危
険
の
防
御
が
不
可
能
も
し
く
は
適

時
に
は
不
可
能
で
あ
る
と
「
認
め
ら
れ
る

3

3

3

3

3

（erscheinen

）」
場
合
に
の
み
活
動
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
同
条
項
の
要
件
の
充
足
は
専
ら
警
察

官
吏
の
視
点
か
ら
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
法
律
が
警
察
官
吏
の
主
観
的
判
断
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
の
は
、
迅
速

な
危
険
防
御
の
必
要
性
は
し
ば
し
ば
現
場
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
る
た
め
、
そ
の
現
場
に
臨
場
す
る
警
察
官
吏
こ
そ
が
危
険
を
最
も
適
切
に

評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

（
（14
（

る
。
ま
た
「
不
可
能
で
あ
る
場
合
」
で
は
な
く
、
不
可
能
で
あ
る
と
「
認
め
ら
れ

る
場
合
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
警
察
は
し
ば
し
ば
慎
重
な
検
討
を
行
う
間
も
な
く
迅
速
に
、
介
入
す
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
秩
序
行
政
庁
に

危
険
防
御
を
委
ね
る
べ
き
か
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
仮
に
客
観
的
に
「
正
し
い
」
事
情
が
判
明
し
て
か
ら
の
行
動
が
求
め
ら
れ
る
の
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で
あ
れ
ば
遅
き
に
失
す
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

（
（14
（

る
。
従
っ
て
警
察
官
吏
が
判
断
の
基
礎
と
す
べ
き
事
実
は
、
客
観
的
な
事
実
状

況
そ
の
も
の
で
あ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
主
観
的
判
断
は
、
恣
意
的
判
断
と
は
厳
に
区
別
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
最

低
限
、
平
均
的
な
警
察
官
吏
が
専
門
的
に
受
け
た
教
育
と
手
持
ち
の
情
報
に
基
づ
き
理
性
的
な
判
断
に
よ
っ
て
評
価
認
定
さ
れ
た
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
認
定
に
お
い
て
特
に
重
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
特
定
の
危
険
状
況
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
か
を
判
断
す
る
基
準
時
点

3

3

3

3

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
緊
急
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
場
合
で
は
、
事
後
に
な
っ
て
初
め
て
明
ら
か
と
な

る
よ
う
な
事
実
は
無
視
さ
れ
て
も
よ
い
が
、
警
察
官
吏
に
と
っ
て
認
識
可
能
で
あ
っ
た
事
実
は
常
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（14
（

い
。
つ
ま

り
こ
こ
で
は
、〝
事
実
状
況
の
理
性
的
か
つ
専
門
的
な
判
断
に
基
づ
き
、
警
察
官
吏
に
よ
る
決
定
の
時
点
で
認
識
可
能
で
あ
っ
た
事
情
に
よ

れ
ば
秩
序
行
政
庁
が
危
険
を
防
御
し
え
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
適
時
に
防
御
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
推
論
を
正
当
化
で
き
る
か

ど
う
か
〟
が
重
要
で
あ
る
（
従
っ
て
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
警
察
官
吏
に
は
〝
裁
量
〟
は
認
め
ら
れ
な

（
（15
（

い
。）。
こ
れ
が
正
当
化
で
き
な
い
場
合
、
そ

の
警
察
活
動
は
、
秩
序
行
政
庁
の
権
限
を
侵
し
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
違
法
と
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
違
法
と
評
価

さ
れ
る
の
は
、
警
察
官
吏
が
決
定
時
点
に
お
い
て
、
既
に
認
識
さ
れ
て
い
た
不
適
切
な
前
提
条
件
に
明
ら
か
に
依
拠
し
て
い
た
場
合
（
猶
予

不
可
能
で
あ
る
と
の
評
価
が
正
当
化
で
き
な
い
場
合
）
な
ど
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な

（
（15
（

る
。
警
察
官
吏
に
よ
る
、
こ
の
よ
う
な
主
観
的
判
断
は
、
確

か
に
場
合
に
よ
っ
て
は
任
務
の
限
界
付
け
基
準
と
し
て
曖
昧
な
点
が
残
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
他
方
で
こ
れ
に
よ
り
危
険
防
御
に
必
要
な

柔
軟
性
が
確
保
さ
れ
る
と
い
う
利
点
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

（
（15
（

る
。

四　

ち
な
み
に
、
右
に
見
た
よ
う
な
、
緊
急
ケ
ー
ス
に
お
け
る
秩
序
行
政
庁
な
い
し
警
察
に
よ
る
対
応
が
現
実
的
に
も
可
能
と
な
る
た
め
に

は
、
警
察
か
ら
の
遅
滞
の
な
い
情
報
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
（15
（

い
。
と
い
う
の
も
、
秩
序
行
政
庁
は
し
ば
し
ば
警
察
か
ら
の

情
報
提
供
に
よ
っ
て
初
め
て
制
圧
す
べ
き
危
険
状
況
を
知
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
幾
つ
か
の
州
の
警
察
法
で
は
、
警
察
と
秩
序
行
政
庁

が
協
働
す
べ
き
こ
と
を
明
示
的
に
規
定
し
た
上

（
（15
（

で
、
同
時
に
両
機
関
相
互
間
の
報
告
義
務
も
規
定
し
て
い

（
（15
（

る
。M

EPolG

一a

条
第
二
文
も



脱警察化と行政機関に対する警察の役割（１）

北法65（5・231）1357

ま
た
、
補
完
性
原
理
を
規
定
し
た
第
一
文
に
続
き
、「
警
察
は
、
そ
の
秩
序
行
政
庁
の
知
る
こ
と
が
当
該
行
政
庁
の
任
務
履
行
に
と
っ
て
重

要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
全
て
の
出
来
事
を
そ
の
行
政
庁
に
遅
滞
な
く
報
告
す
る
も
の
と
す

（
（15
（

る
。」
と
定
め
て
い

（
（15
（

る
。
な
お
、
同
規
定
に
よ

れ
ば
、
報
告
義
務
の
履
行
の
際
、
事
象
に
関
す
る
知
見
が
秩
序
行
政
庁
の
任
務
遂
行
の
た
め
に
「
必
要
」
で
あ
る
か
ど
う
か
は
重
要
で
は
な

く
、
そ
の
知
見
が
「
重
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
」
で
十
分
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
特
定
の
情
報
が
秩
序
行
政
庁
の
任
務
履
行
に
と
っ

て
実
際
に
必
要
で
あ
る
か
否
か
ま
で
警
察
が
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
は
、
警
察
に
過
剰
な
負
担
を
強
い
て
し
ま
う
と
考
え
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
あ

（
（15
（

る
。
む
ろ
ん
警
察
が
個
人
デ
ー
タ
を
秩
序
行
政
庁
に
提
供
す
る
よ
う
な
場
合
は
、M

EPolG

一a

条
第
二
文
は
適
用
さ

れ
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
一
九
八
三
年
に
下
し
た
国
勢
調
査
判

（
（15
（

決
が
示
す
よ
う
に
、
各
人
が
有
す
る
情
報
の
自
己
決
定
権
に
よ
り
、
個

人
デ
ー
タ
を
警
察
が
秩
序
行
政
庁
に
提
供
す
る
場
合
に
は
さ
ら
に
個
別
の
法
律
上
の
根
拠
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

（
（16
（

る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
こ
の
報
告
義
務
は
、
通
常
の
行
政
過
程
に
お
い
て
防
御
さ
れ
る
べ
き
事
実
が
警
察
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
特
に
重

要
性
を
増

（
（16
（

す
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
報
告
を
受
け
る
こ
と
で
本
来
的
に
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
が
事
態
を
把
握
し
、
こ
れ
を
処
理
す
る
の
に

最
も
近
い
行
政
庁
と
し
て
任
務
遂
行
を
自
ら
引
き
受
け
る
か
否
か
、あ
る
い
は
警
察
が
講
じ
た
仮
の
緊
急
的
措
置
を
継
続
す
る
か
取
消
す
か
、

と
い
っ
た
最
終
的
な
決
定
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
報
告
義
務
の
存
在
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
危
険
防
御
シ
ス
テ
ム

が
完
全
な
も
の
と
な

（
（16
（

る
」
か
ら
で
あ
る
。

五　

以
上
要
す
る
にM

EPolG

一a

条
は
、
機
関
の
組
織
的
特
徴
を
踏
ま
え
、
危
険
防
御
に
お
け
る
警
察
の
活
動
を
緊
急
ケ
ー
ス
に
割
り

当
て
る
こ
と
で
警
察
と
秩
序
行
政
庁
の
活
動
の
棲
み
分
け
・
役
割
分
担
を
規
定
し
て
い
る
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
効
果
的
な
危
険
防
御

の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
の
組
織
適
正
に
応
じ
た
適
切
な
役
割
分
担
に
基
づ
き
任
務
に
あ
た
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
特
に
秩
序

行
政
庁
に
対
し
て
警
察
が
果
た
す
補
完
的
役
割
は
、
危
険
防
御
と
い
う
任
務
が
─
管
轄
規
定
に
関
係
な
く
─
〝
い
つ
何
時
で
も
〟
有
効
に
履

行
さ
れ
る
、
と
い
う
理
念
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
（「
危
険
防
御
は
如
何
な
る
猶
予
も
黙
認
し
な

（
（16
（

い
。」）。
警
察
が
「
住
民
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
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（
111
）V

gl. K
önig, Bayerisches Sicherheitsrecht, 1991, S. 65. 

（
112
）
例
え
ば
、
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
公
共
の
安
全
秩
序
法
（SO

G LSA

）
一
条
一
項
は
、「
安
全
行
政
庁
と
警
察
は
、
こ
の
法
律
で
特
別

の
規
定
の
な
い
限
り
、
危
険
防
御
に
お
い
て
共
通
の
任
務
を
担
う
。」
と
定
め
て
い
る
。

（
113
）V

gl. Seidel, D
ie Problem

atik der V
erteilung der Gefahrenabw

egr auf verschiedene Behörden, 1965, S. 85ff.

（
114
）V

gl. Rachor, O
rganisation der Sicherheitsbehörde in D

eutschland, in : Lisken/D
enninger, H

andbuch des Polizeirechts, 5. 
A
ufl. 2012, S. 149ff. ; Jestaedt, Grundbegriffe des V

erw
altungsorganisationsrechts, in : H

offm
ann-Riem

/Schm
idt- A

ßm
ann/

V
oßkuhle, Grundlagen des V

erw
altungsrechts, Bd. 1, 2 A

ufl. 2012, S. 986ff.

（
115
）
も
っ
と
も
特
別
法
に
よ
り
特
定
の
任
務
を
専
ら
警
察
に
委
ね
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
同
条
項
は
適
用
さ
れ
な
い
。

（
116
）Prüm

m
/Sigrist, A

llgem
eines Sicherheits- und O

rdnungsrecht, 2. A
ufl. 2003, S. 237. 

（
117
）
ヘ
ッ
セ
ン
州
治
安
秩
序
法
（H

SO
G

）
二
条
、テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
州
警
察
任
務
法
（T

hürPA
G

）
三
条
、ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー

レ
ン
州
警
察
法
（PolGN

W

）
一
条
一
項
、バ
イ
エ
ル
ン
州
警
察
任
務
法
（BayPA

G

）
三
条
、ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
危
険
防
御
法
（N

GefA
G

）

一
条
二
項
、
参
照
。
他
方
で
、
統
一
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
た
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ア
ク
州
の
警
察
法
で
は
、
警
察
官
吏
は
「
即
時
の

活
動
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
」
警
察
任
務
を
遂
行
す
る
（BW

PolG
六
〇
条
二
項
）
と
さ
れ
て
お
り
、
要
件
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

（
118
）V

gl. T
hiel, Polizei- und O

rdnungsrecht, 2013, S. 55. 

そ
の
他
の
具
体
例
と
し
て
、V

gl. Schipper/H
ainka, A

llgem
eines 

V
erw

altungsrecht und Polizeirecht, 2. A
ufl., 1978, S. 55ff. ; M

öller/W
arg, A

llgem
eines Polizei- und O

rdnungsrecht m
it 

空
間
な
い
し
関
心
事
項
に
最
初
に
介
入
す
る
、
横
断
的
機
能
を
も
っ
た
ユ
ニ
ヴ
ァ
─
サ
ル
官

（
（16
（

庁
」
と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
警
察
は
、
専

門
的
知
見
を
有
す
る
秩
序
行
政
庁
が
そ
の
時
間
的
制
約
・
執
行
力
不
足
な
ど
に
よ
り
対
応
で
き
な
い
事
案
に
目
を
光
ら
せ
、
こ
れ
に
該
当
し

た
場
合
に
迅
速
に
、
秩
序
行
政
庁
が
対
応
可
能
に
な
る
ま
で
の
間
、
暫
定
的
に
事
態
に
対
処
す
る
こ
と
が
、
補
完
性
原
理
の
核
心
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
役
割
分
担
が
実
現
し
て
は
じ
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
危
険
が
効
果
的
に
防
御
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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V
erw

altungszw
ang und Bescheidtechnik, 6. A

ufl. 2012, S. 24ff.
（
119
）
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
警
察
の
補
完
性
は
、
危
険
防
御
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
い
て
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
（V

gl. M
öller/

W
arg, a. a. O

., S. 24.

）、
他
の
任
務
に
付
随
し
て
一
部
、
危
険
防
御
の
任
務
も
担
っ
て
い
る
よ
う
な
行
政
庁
の
施
設
管
理
権
（H

ausrecht

）

や
、さ
ら
に
刑
務
所
や
学
校
の
よ
う
な
公
の
施
設
に
お
け
る
「
規
律
権
（D
isziplinargew

alt

）」
に
対
し
て
も
妥
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

V
gl. Gusy, Polizei- und O

rdnungsrecht, 8. A
ufl. 2011, S. 66. ; D

ietlein, Polizei- und O
rdnungsrecht N

RW
, in : ders/Burgi/ 

H
ellerm

ann, Ö
ffentliches Recht in N

ordrhein-W
estfalen, 4. A

ufl, 2011, S. 294.

（
120
）「
緊
急
権
限
（Eilkom

petenz, Eilfallkom
petenz

）」
は
警
察
法
の
伝
統
的
概
念
で
あ
り
（
既
に
プ
ロ
イ
セ
ン
警
察
行
政
法
一
二
条
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。）、〝
有
効
な
危
険
防
御
は
、
管
轄
規
定
に
よ
っ
て
無
に
帰
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
〟
と
い
う
法
思
考
を
表
す
概
念
で
あ

る
と
も
さ
れ
て
い
る
。V

gl. M
öllers, W

örterbuch der Polizei, 2. A
ufl. 2010, S. 530. (Borsdorff)

（
121
）V

gl. Pieroth/Schlink/K
niesel, Polizei- und O

rdnungsrecht m
it V

ersam
m
lungsrecht, 7. A

ufl. 2012, S. 85ff. 

も
っ
と
も
同
規

定
そ
の
も
の
は
、
各
州
の
警
察
組
織
形
態
が
多
様
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
採
用
に
当
た
り
一a

条
と
い
う
形
で
州
に
留
保
権
を
与
え
て
い

る
。
し
か
し
今
日
で
は
補
完
性
原
理
は
、
ド
イ
ツ
警
察
・
秩
序
法
に
共
通
す
る
基
本
的
思
考
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
る
。V

gl. D
enninger, 

Polizeiaufgaben, in : Lisken/ders, H
andbuch des Polizeirechts, 5. A

ufl. 2012 , S. 277. 

ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州

警
察
法
（N

W
 PolG

）
一
条
一
項
三
文
、
ブ
レ
ー
メ
ン
警
察
法
（Brem

PolG

）
六
四
条
一
項
一
号
な
ど
参
照
。

（
122
）H

aberm
ehl, Polizei- und O

rdnungsrecht, 2. A
ufl. 1993, S. 196.

（
123
）V

gl. Gusy, a. a. O
., S. 66.

（
124
）B

ehrendes, Polizeiliche Zusam
m

enarbeit m
it O

rdnungsbehörden und sozialen D
iensten im

 R
ahm

en der 
G
efahrenabw

ehr und eines ganzheitlichen Präventionsansatzes, in : K
niesel/K

ube/M
urck (H

rsg.), H
andbuch für 

Führungskräfte der Polizei, 1996, S. 175.

（
125
）V

gl. Lorentz-Link, V
erhältnis zw

ischen Polizei und O
rdnungsbehörde, 1998, S. 114ff.

（
126
）
こ
の
よ
う
な
限
界
付
け
は
、
道
路
交
通
の
監
督
、
特
に
違
法
駐
車
さ
れ
た
乗
用
車
を
牽
引
す
る
局
面
に
お
い
て
特
に
問
題
と
さ
れ
る
。V

gl. 
M

öller/W
arg, a. a. O

., S. 24ff.

（
127
）
逆
に
言
え
ば
、
猶
予
可
能
な
ケ
ー
ス
で
は
秩
序
行
政
庁
は
自
ら
こ
れ
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
意
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味
に
お
い
て
は
、
同
原
則
は
警
察
活
動
を
制
限
す
る
作
用
を
持
つ
と
言
い
う
る
。V

gl. H
onnacker/Beinhofer, Polizeiaufgabengesetz 

-PA
G-, 19. A

ufl. 2009, S. 31.
（
128
）
同
概
念
は
伝
統
的
に
は
刑
事
訴
訟
法
の
分
野
で
用
い
ら
れ
て
き
た
。
森
口
佳
樹
「
ボ
ン
基
本
法
一
三
条
に
お
け
る
『
遅
滞
の
危
険
』
概
念
の

一
考
察
─
最
近
の
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
決
を
手
掛
か
り
と
し
て
─
」
経
済
理
論
三
〇
七
号
（
二
〇
〇
二
）
九
一
頁
も
参
照
。

（
129
）V

gl. Pew
estorf/Söllner/T

ölle, Praxishandbuch Polizei- und O
rdnungsrecht, 2013, S. 33. 

（
130
）
こ
の
《
事
項
的
な
緊
急
ケ
ー
ス
》
は
、M

EPolG

に
よ
っ
て
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。V

gl. H
aberm

ehl, a .a. O
., S. 199.

（
131
）Schm

idbauer/Steiner, Bayerisches Polizeiaufgabengesetz und Polizeiorganisationsgesetz K
om

m
entar, 3. A

ufl. 2011, 57f. 

な
お
こ
の
場
合
に
警
察
が
行
使
す
る
緊
急
権
限
は
、《
時
間
的
な
緊
急
ケ
ー
ス
》で
は
警
察
一
般
条
項
に
基
づ
く
措
置
、ま
た《
事
項
的
な
緊
急
ケ
ー

ス
》
で
は
警
察
法
上
規
定
さ
れ
て
い
る
通
常
措
置
（Standardm

aßnahm
en

）
に
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。V

gl. H
aberm

ehl, a. 
a. O

., S. 200.

（
132
）V

gl. Gusy, a. a. O
., S. 66. 

（
133
）
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
特
別
な
規
定
が
な
く
て
も
、
多
く
の
場
合
警
察
は
技
術
的
専
門
的
知
識
や
相
応
の
設
備
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
警
察

が
仮
の
措
置
に
止
ま
る
べ
き
こ
と
は
補
完
性
と
い
う
思
考
そ
の
も
の
か
ら
直
接
導
き
出
さ
れ
る
、
と
い
う
見
解
も
あ
る
。D

enninger, a. a. O
., 

S. 277.

（
134
）V

gl. Pew
estorf/Söllner/T

ölle, a. a. O
., S. 33.

（
135
）
な
お
、
他
の
秩
序
行
政
庁
の
庁
舎
施
設
内
で
は
、
警
察
は
当
該
行
政
庁
の
同
意
の
下
で
の
み
行
動
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同

意
を
必
要
と
し
な
い
の
は
、
適
時
に
同
意
が
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
限
ら
れ
、
例
え
ば
、
職
員
を
脅
し
暴
力
を
も
辞
さ
な
い
デ
モ
に
よ
っ

て
行
政
庁
舎
が
占
拠
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
場
合
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
他
方
、
秩
序
行
政
庁
の
自
主
的
か
つ
明
示
的
な
意
思
が
あ
る
場
合

に
は
、こ
れ
に
反
し
て
警
察
が
活
動
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。権
限
あ
る
秩
序
行
政
庁
は
危
険
防
御
を
自
ら
の
任
務
と
し
て
受
け
取
る
や
否
や
、

警
察
は
こ
の
危
険
に
つ
い
て
も
は
や
権
限
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。V

gl. Gusy, a. a. O
., S. 66f. 

（
136
）V
gl. H

aberm
ehl, a. a. O

., S. 200.

（
137
）V

gl. M
erten/M

erten, H
am

burgisches Polizei- und O
rdnungsrecht, 2007, S. 41.

（
138
）H

ofm
ann-R

iem
/E

ifert, Polizei- und O
rdnungsrecht, in : H

ofm
ann-R

iem
/K

och, H
am

burgisches Staats- und 
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V
erw

altungsrecht, 3. A
ufl. 2006, S. 167. 

も
っ
と
も
こ
の
よ
う
な
帰
結
が
整
然
と
導
か
れ
る
た
め
に
は
、
警
察
官
吏
に
特
別
法
の
領
域
に

関
す
る
高
度
な
法
的
素
養
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
実
務
で
の
実
現
に
は
疑
義
を
抱
い
て
い
る
。

（
139
）Poscher/Rusteberg, JuS 2011, S. 891.

（
140
）V

gl. Poscher/Rusteberg, a. a. O
., S. 891.

（
141
）
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、M

EPolG

一a

条
は
、
管
轄
規
定
（Zuständigkeitsregelungen

）
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
任
務

配
分
（A

ufgabenzuw
eisung

）
そ
れ
自
体
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
の
か
の
争
い
で
も
あ
る
。
補
完
性
原
理
を
定
め
る
条
文
の
文
言
は
州
に

よ
っ
て
一
致
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
体
系
的
位
置
づ
け
も
ま
た
異
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
州
の
法
律
は
補
完
性
原
理
を
定
め
る
条
文
を
任
務

規
定
の
中
に
配
置
し
て
い
る
が
、
他
の
州
の
法
律
で
は
組
織
な
い
し
管
轄
規
定
の
中
に
配
置
し
て
い
る
。V

gl. D
enninger, a. a. O

., S. 277. ; 
Gallw

as/W
olff, Bayerisches Polizei- und Sicherheitsrecht, 3. A

ufl. 2004, S. 69. 

の
よ
う
に
、
権
限
配
分
規
範
と
管
轄
配
分
規
範
を
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